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新成人代表謝辞

２
５
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

　

平
成
24
年
八
頭
町
成
人
式
が
１
月
３
日

（
火
）
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
対
象
者
は
、
平
成
３
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
、
男
性
１
３
１
人
、
女
性
１
１
９
人

の
合
計
２
５
０
人
で
、
今
回
は
そ
の
う
ち

１
８
９
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
30
分
の
受
付
開
始
時
間
に
な

る
と
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
色
艶
や
か
な

振
り
袖
な
ど
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
が
、

父
親
や
母
親
な
ど
の
運
転
す
る
車
で
次
々

と
到
着
。
久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
と
写
真

を
撮
り
合
い
、
近
況
報
告
や
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
平
木
町
長
が
「
二
十
歳
を

迎
え
た
皆
様
方
の
若
き
情
熱
と
た
く
ま
し

い
行
動
力
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
と

も
に
、
洋
々
た
る
前
途
に
向
か
っ
て
存
分

の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
来
賓
の
祝
辞
に
続
き
、
新

成
人
の
各
地
域
の
代
表
３
人
が
「
は
た
ち

の
決
意
」
を
述
べ
、
新
成
人
を
代
表
し

て
、
森
永
有
佑
さ
ん
が
町
か
ら
の
記
念
品

と
し
て
、
記
念
写
真
、
写
真
立
て
、
図
書

カ
ー
ド
の
目
録
を
町
長
か
ら
受
け
取
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
新
成
人
を
代
表
し
て
田
中
李
保

さ
ん
が
「
家
族
、
先
生
方
、
地
域
の
方
々

に
支
え
ら
れ
、
こ
の
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
成
人
式
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
「
新
成
人
交
流
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
」
が
開
催
さ
れ
、
中
学
時
代
の
恩
師
の

あ
い
さ
つ
。
デ
ジ
カ
メ
な
ど
が
あ
た
る
抽

選
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祝 

成 

人

２
５
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り



小
畑

　
あ
ゆ
み
（
八
東
地
域
）

　

 

山
﨑

　
麻
未
（
郡
家
地
域
）

　

20
歳
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
て
、
正

直
な
と
こ
ろ
あ
ま
り
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
こ
の
度
大
人
の
仲
間
入
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
ま
で
以
上
に
自
分

の
言
動
一
つ
一
つ
に
責
任
を
負
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
、
両
親

や
祖
父
母
、
私
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

全
て
の
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た
い

で
す
。

　

大
人
と
し
て
も
十
分
で
な
く
、
未
熟
で

至
ら
な
い
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
多
く
の
方
々
に
見
守
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
の
20
歳
は
、
学
生
生
活
の

最
後
、
社
会
人
と
し
て
の
始
ま
り
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

14
年
間
、
学
生
を
し
て
き
て
「
今
は

ち
ょ
っ
と
で
も
大
人
に
な
れ
た
か
な
…
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

一
人
暮
ら
し
を
し
て
み
て
、
家
族
の
あ

り
が
た
さ
や
今
ま
で
は
思
え
な
か
っ
た
こ

と
に
感
謝
で
き
た
り
自
分
自
身
、
素
直
に

な
れ
た
気
が
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
が
、
ど

ん
な
と
き
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

た
く
さ
ん
の
事
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
東
口 

卓
央
（
船
岡
地
域
）

　

今
ま
で
振
り
返
っ
て
み
る
と
常
に
我
が

儘ま
ま

を
通
す
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
き
た
た

め
、
家
族
、
特
に
両
親
に
は
迷
惑
を
か
け

て
き
ま
し
た
。

　

や
り
た
い
こ
と
を
や
ら
せ
て
く
れ
た
親

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
大
学
２
年
生
の
自
分
は
今
す
ぐ
、

周
り
に
恩
を
返
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
大
学
卒
業
後
は
一
社
会
人
と
し
て
そ

の
恩
を
仇
で
返
す
こ
と
が
な
い
よ
う
大
人

の
仲
間
入
り
を
し
た
自
覚
を
持
ち
し
っ
か

り
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

20
歳
に
な
り
、
周
り
か
ら
見
ら
れ
る
目

も
変
わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な

な
か
「
少
し
で
も
社
会
の
大
人
と
し
て
の

あ
る
べ
き
姿
に
近
づ
き
、
こ
の
故
郷
で
あ

る
八
頭
町
に
貢
献
で
き
た
ら
…
」
と
思
い

ま
す
。
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第 2 次行政改革大綱    第 2 次行政改革大綱    
        ～八頭町の堅実な 
 　             行政運営をめざして～

　
「
八
頭
町
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
」
に

つ
い
て
、
平
成
23
年
９
月
13
日
に
八
頭
町

行
政
改
革
推
進
委
員
会
へ
諮
問
し
、
12
月

13
日
に
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
、
こ
の
答
申
を
尊
重
し
て
行

政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
昨
年
12
月
議

会
定
例
会
で
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
の
行
政
改
革
大
綱
及
び

行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
、
第
２
次
定
員

適
正
化
計
画
を
紹
介
し
ま
す
。

Ⅰ 

さ
ら
な
る
改
革
の
必
要
性

　

本
年
４
月
、
地
域
主
権
関
連
３
法
案

が
成
立
し
、
国
と
地
方
は
対
等
な
関
係
へ

と
転
換
し
、
地
域
の
自
主
性
を
尊
重
す
る

方
向
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
更
な
る
地
方
分
権
が
進
展
す
る

中
、
自
立
し
た
自
治
体
を
目
指
し
、
地

方
自
治
体
は
地
域
の
個
性
・
独
自
性
を

確
立
し
、
行
政
の
簡
素
化
及
び
効
率
化

を
推
進
す
る
こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
面
で
は
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
対
策
へ
の
財
源
確
保
の
対
応

や
、
合
併
自
治
体
の
地
方
交
付
税
の
経

過
措
置
（
暫
減
等
）
に
よ
り
、
今
後
町

の
財
政
運
営
が
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増

し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
公
共
団
体
は
、
行
財
政
の
改
革

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
公
正

の
確
保
、
並
び
に
町
民
参
加
の
促
進
の

た
め
の
措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、

行
政
体
制
の
整
備
及
び
確
立
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
平
成
18
年
９
月
に
「
八
頭

町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
、
行
財
政

の
効
果
的
か
つ
合
理
的
運
営
、
町
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

今
な
お
先
行
き
不
透
明
な
経
済
情
勢
に
お

い
て
、
税
収
等
も
期
待
で
き
な
い
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
更
な
る
改
革
に
向
け
、
な

お
一
層
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
自
己
決
定
、
自
己
責
任
の
原

則
の
下
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
事
業
の

選
択
と
集
中
を
図
る
と
と
も
に
、
行
政
の

ス
リ
ム
化
と
同
時
に
真
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
町
民
と
連
携
協
力
し
て

支
え
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
将
来
像
で
あ

る
「
人
が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が
る
ま
ち
」

を
目
指
し
て
、
持
続
性
の
あ
る
行
政
運
営

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ⅱ 

改
革
の
基
本
方
針　

１
　
改
革
の
視
点

　

　

行
政
改
革
の
取
り
組
み
は
、
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
中
断
す
る
こ
と
な

く
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
職
員
一
人
ひ

と
り
が
危
機
意
識
と
改
革
意
欲
を
共
有

し
、
限
ら
れ
た
行
政
経
営
資
源
（
人
員
、

予
算
、
情
報
等
）
の
中
で
効
果
的
に
実
行

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
民
と
の
協
働
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
簡
素
で
効
率
的
か
つ
活
力
あ

る
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
運
営
体
制
の

確
立
を
目
指
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

【「
町
民
」
の
定
義
：
民
間
、
団
体
、
自
治

会
等
も
包
含
し
て
い
る
。】

　

こ
の
視
点
か
ら
次
の
２
つ
を
大
綱
の
柱

と
し
ま
す
。

○
効
率
的
な
行
財
政
運
営
　

○
町
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
行
政
運
営

　２
　
目
標
の
設
定

　

大
綱
に
は
取
り
組
み
の
実
施
期
間
、
推

進
体
制
を
定
め
る
と
と
も
に
、
大
綱
に
基

づ
く
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
可
能

な
限
り
達
成
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
と
し

ま
す
。

　

具
体
的
な
目
標
値
等
は
、
そ
の
実
効
性

を
期
す
る
た
め
、
年
次
に
よ
り
進
捗
状
況

を
管
理
す
る
機
能
を
持
た
せ
た
「
行
政
改

革
推
進
プ
ラ
ン
」
と
し
て
大
綱
と
一
体
的

に
策
定
し
公
表
し
ま
す
。

Ⅲ 

改
革
の
具
体
的
方
策

　

大
綱
の
柱
で
あ
る
２
つ
の
視
点
の
下
に

整
理
し
た
各
課
題
に
つ
い
て
具
体
的
な
改

革
を
推
進
し
ま
す
。

１
　
効
率
的
な
行
財
政
運
営

　

効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
の
た
め

の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
次
の
４
項

目
を
設
定
し
ま
す
。
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（
１
）　

効
率
的
な
組
織
編
成
と
職
員
の
意

識
改
革

　
①
　
組
織
機
構
の
再
編

　
　
　

行
政
課
題
に
即
し
た
効
率
的
な
組

織
の
見
直
し
と
公
共
施
設
の
適
正
な

配
置
を
行
い
ま
す
。

　
②
　
職
員
の
育
成

　
　
　

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

職
員
研
修
の
充
実
を
図
り
、
職
員
の

意
欲
と
資
質
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
③
　
人
事
評
価
制
度

　
　
　

職
員
の
能
力
開
発
、
指
導
、
監
督

等
の
人
事
全
般
に
活
用
す
る
公
平
性

の
確
保
さ
れ
た
人
事
評
価
制
度
の
運

用
を
行
い
ま
す
。

　
④
　
性
別
固
定
意
識
に
と
ら
わ
れ
な
い

職
場
づ
く
り

　
　
　

女
性
職
員
の
登
用
拡
大
を
進
め
、

性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
人
事
管
理
を

行
い
ま
す
。

（
２
）　

定
員
管
理
の
適
正
化
と
人
件
費
の

抑
制　

　
①
　
定
員
管
理
の
適
正
化

　
　
　

行
政
課
題
や
職
員
構
成
の
状
況
を

勘
案
し
た
定
員
管
理
の
適
正
化
を
進

め
ま
す
。

　
②
　
職
員
給
与
の
適
正
化

　
　
　

時
間
外
勤
務
の
抑
制
を
行
う
と
と

も
に
県
、
他
の
自
治
体
及
び
民
間
企

業
と
の
給
与
構
造
を
点
検
し
、
職
員

の
給
料
、
手
当
等
の
適
正
化
を
図
り

ま
す
。

　
③
　
特
別
職
等
の
報
酬
の
適
正
化

　
　
　

近
隣
町
村
、
類
似
団
体
等
の
状
況

を
考
慮
し
、「
特
別
職
報
酬
審
議
会
」

に
よ
る
適
正
な
水
準
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

（
３
）　

健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　
①
　
計
画
的
な
財
政
運
営
の
推
進

　
　
　

指
標
管
理
に
よ
る
中
・
長
期
的
な

財
政
運
営
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
②
　
補
助
金
・
負
担
金
の
見
直
し

　
　
　

補
助
金
制
度
の
見
直
し
を
行
い
、

補
助
金
等
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

　
③
　
徴
収
対
策
の
強
化

　
　
　

町
税
の
徴
収
対
策
と
併
せ
、
使
用

料
、
貸
付
金
等
の
回
収
に
つ
い
て
組

織
的
な
徴
収
対
策
の
強
化
を
図
り
ま

す
。

　
④
　
受
益
者
負
担
の
適
正
化

　
　
　

受
益
と
負
担
の
在
り
方
を
見
直

し
、
適
正
な
受
益
者
負
担
を
検
討
し

ま
す
。

　
⑤
　
公
有
財
産
の
効
果
的
運
用

　
　
　

未
利
用
財
産
の
売
却
、
貸
付
等
を

含
め
た
公
有
財
産
の
管
理
の
見
直
し

を
図
り
ま
す
。

　
⑥
　
特
別
会
計
の
健
全
運
営

　
　
　

一
般
会
計
に
依
存
し
な
い
独
立
採

算
を
目
指
し
た
会
計
運
営
に
努
め
ま

す
。

　
⑦
　
公
共
交
通
の
安
定
的
経
営

　
　
　

若
桜
鉄
道
及
び
町
営
バ
ス
の
安
定

的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

（
４
）　

事
務
事
業
の
見
直
し
と
改
善

　
①
　
施
策
・
事
業
の
見
直
し

　
　
　

行
政
の
業
務
範
囲
の
在
り
方
を
検

討
し
、事
業
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、

公
表
を
し
た
う
え
で
、
事
務
・
事
業

の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

　
②
　
利
便
性
の
高
い
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

提
供

　
　
　

町
民
視
点
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
公
共
施
設
の
利
用
時
間
等
の
弾

力
化
を
進
め
ま
す
。

　
③
　
環
境
へ
の
配
慮

　
　
　

環
境
等
に
配
慮
し
た
効
果
的
な
事

業
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
④
　
電
子
自
治
体
の
構
築

　
　
　

業
務
処
理
の
一
層
の
合
理
化
を
図

る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
統
合
、
整
備

を
進
め
ま
す
。

【
電
子
自
治
体
：
情
報
通
信
技
術
を
行
政
分
野

に
活
用
し
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
や
行
政
事

務
の
簡
素
化
・
合
理
化
を
図
り
、
効
率
的
な
自

治
体
運
営
を
実
現
す
る
も
の
。】

２
　
町
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
行

政
運
営

　

町
民
の
視
点
で
行
政
に
参
画
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
へ
の
改
革
を
進
め
る
た
め
、
次
の

２
項
目
を
設
定
し
ま
す
。

（
１
）　

開
か
れ
た
行
政
の
推
進

　
①
　
情
報
の
多
元
的
な
提
供

　
　

各
種
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
情
報
の

提
供
を
行
い
情
報
公
開
制
度
、
個
人

情
報
保
護
制
度
の
適
切
な
運
用
を
図

り
ま
す
。

　
②
　
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

　
　
　

入
札
、契
約
方
法
を
適
正
に
行
い
、

公
平
化
を
図
り
ま
す
。

（
２
）　

町
民
の
参
加
と
協
働
の
推
進

　
①
　
町
民
参
加
の
仕
組
み
づ
く
り

　
　
　

審
議
会
等
へ
の
公
募
委
員
の
登

用
、
会
議
の
公
開
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
制
度
の
推
進
等
に
よ
る
企
画

段
階
か
ら
の
町
民
参
加
を
促
進
し
ま

す
。

　
　

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
：
行
政
の
政
策

立
案
過
程
で
町
民
の
意
見
を
募
る
制
度

（
意
見
公
募
手
続
）】

　
②
　
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
等
を
行

い
、
町
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
　

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
：
民
間
非
営
利
組
織
。
営
利
を
目

的
と
せ
ず
公
益
的
な
市
民
活
動
を
行
う
民

間
団
体
の
総
称
】

　
　

【
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
：
行
政
区
組
織
、
自

治
会
組
織
】

　

③　

民
間
活
力
の
導
入

　
　
　

民
間
委
託
や
施
設
の
指
定
管
理
者

制
度
の
活
用
等
を
行
い
、
民
間
の
創

意
工
夫
を
生
か
し
た
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
進
め
ま
す
。
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行政改革推進委員会
（町政に識見を　　　　
　　有する者10人以内）

Ⅳ 
改
革
の
推
進
等

１
　
実
施
期
間

　

こ
の
大
綱
の
実
施
期
間
は
、
平
成
23
年

度
か
ら
平
成
27
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し

ま
す
。

２
　
進
行
管
理

（
１
）　

行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

　

大
綱
に
掲
げ
る
改
革
の
具
体
的
方
策
に

つ
い
て
、主
要
な
課
題
と
そ
の
実
施
内
容
、

効
果
、
数
値
目
標
を
具
体
的
に
明
示
し
た

「
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
よ
り
進
捗

状
況
を
管
理
し
て
い
き
ま
す
。　

（
２
）　

定
員
管
理
の
適
正
化
計
画

　

財
政
の
健
全
化
の
最
重
要
課
題
で
あ
る

職
員
定
数
と
人
件
費
に
関
す
る
改
革
を
計

画
的
か
つ
具
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
行

政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
「
定
員

管
理
の
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、
公
表

す
る
も
の
と
し
ま
す
。

３
　
推
進
体
制

　

実
効
性
の
あ
る
改
革
の
推
進
に
は
、
説

明
責
任
の
確
保
を
前
提
に
し
た
議
会
と
の

連
携
、
町
民
等
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に

全
庁
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
庁

内
組
織
と
し
て
次
の
体
制
で
取
り
組
み
ま

す
。（
別
図
参
照
）

（
１
）　

行
政
改
革
推
進
本
部

　

町
長
を
本
部
長
と
し
、
管
理
職
で
構
成

し
ま
す
。
大
綱
の
策
定
、
検
証
、
見
直
し
、

各
計
画
等
重
要
事
項
の
決
定
、
全
庁
的

な
総
合
調
整
及
び
各
計
画
の
進
行
管
理

を
行
い
ま
す
。

（
２
）　

行
財
政
改
革
検
討
委
員
会

　

副
町
長
を
会
長
と
し
、
各
部
署
を
代

表
す
る
職
員
で
構
成
し
ま
す
。
改
革
に

関
す
る
資
料
の
収
集
調
整
、
事
務
事
業

等
の
簡
素
合
理
化
及
び
財
政
の
健
全
化

等
に
関
す
る
具
体
的
取
り
組
み
事
項
等

の
検
討
及
び
各
計
画
案
の
作
成
、
進
行

把
握
を
行
い
ま
す
。

（
３
）　

行
政
改
革
推
進
委
員
会

　

庁
内
組
織
と
は
別
に
、
町
長
の
諮
問

に
応
じ
て
行
財
政
改
革
に
関
す
る
必
要

な
事
項
を
調
査
審
議
す
る
た
め
町
長
が

委
嘱
す
る
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」

を
設
置
し
ま
す
。

● 行政改革推進体制 ●

町長の諮問に応じて行政
改革の推進に関する重要
事項について調査審議

行政改革に関する具体的事
項の検討、計画案作成など

行財政改革検討委員会
（副町長、職員）

町　長

行政改革
推進本部

（町長、管理職）

行政改革大綱の策
定、計画の決定、
進行管理など

　← 諮問　答申 →

　提　　　　

　　　示

　 依頼　報告

行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

改
革
の
具
体
的
取
組

　

八
頭
町
で
は
、
持
続
可
能
で
自
立
し
た

自
治
体
を
目
指
し
て
行
財
政
の
改
革
を
進

め
る
た
め
「
第
２
次
行
政
改
革
大
綱
」
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」（
次

ペ
ー
ジ
参
照
）
は
、
行
政
改
革
大
綱
に
基

づ
い
て
、
大
綱
に
掲
げ
る
改
革
の
具
体
的

方
策
に
つ
い
て
実
施
す
る
主
要
な
課
題
と

そ
の
実
施
内
容
、
効
果
、
数
値
目
標
な
ど

を
示
す
も
の
で
す
。

１
．
基
本
方
針

（
１
）　

行
政
改
革
大
綱
と
一
体
性
を
持
っ

た
構
成
と
し
ま
す
。

【
第
２
次
八
頭
町
行
政
改
革
大
綱
の
構
成
】

①　

効
率
的
な
行
財
政
運
営　

　

ア　

効
率
的
な
組
織
編
成
と
職
員
の
意

識
改
革

　

イ　

定
員
管
理
の
適
正
化
と
人
件
費
の

抑
制

　

ウ　

健
全
な
財
政
運
営
の
推
進

　

エ　

事
務
事
業
の
見
直
し
と
改
善

②　

町
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
る
行
政
運

営

　

ア　

開
か
れ
た
行
政
の
推
進

　

イ　

町
民
の
参
加
と
協
働
の
推
進

（
２
）　

課
題
に
は
可
能
な
限
り
目
標
値
や

指
標
を
設
定
し
、
年
次
に
よ
る
進
捗

度
を
示
す
こ
と
と
し
ま
す
。

（
３
）　

各
年
度
の
進
捗
状
況
等
わ
か
り
や

す
い
方
法
で
公
表
し
ま
す
。

２
．
実
施
期
間

　

こ
の
「
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
」
の
実

施
期
間
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
５
箇
年
と
し
ま
す
。

３
．
推
進
体
制

　

町
長
を
本
部
長
と
し
管
理
職
で
構
成
す

る
「
行
政
改
革
推
進
本
部
」
を
中
心
に
、

副
町
長
を
会
長
に
各
部
署
を
代
表
す
る
職

員
で
構
成
す
る
「
行
財
政
改
革
検
討
委
員

会
」
が
具
体
的
な
実
務
を
担
当
す
る
と
と

も
に
、
全
職
員
が
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て

推
進
に
取
り
組
む
も
の
と
し
ま
す
。

別図
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大　項　目 中　項　目 小　項　目

（１）効率的な組織編成と
職員の意識改革

①　組織、機構の再編
1　行政課題に即した効率的な組織の見直し

2　公共施設の適正配置

②　職員の育成 3　職員研修の充実

③　人事評価制度 4　人事評価制度の運用

④　性別固定意識にとらわれない職場づくり 5　女性職員の登用の拡大

５項目

（２）定員管理の適正化と
人件費の抑制

①　定員管理の適正化 １　定員管理の適正化計画の策定

②　職員給与の適正化 ２　給与水準・各種手当等の見直し

③　特別職等の報酬の適正化 ３　特別職等の報酬の見直し

３項目

（３）健全な財政運営の推
進

①　計画的な財政運営の推進 １　指標管理による財政硬直化の抑制

②　補助金・負担金の見直し ２　補助金等制度の見直し

③　徴収対策の強化 ３　町税等の収納率の向上

④　受益者負担の適正化 ４　手数料・使用料・分担金等の適正な水準

⑤　公有財産の効果的運用 ５　公有財産の有効活用

⑥　特別会計の健全運営 ６　一般会計に依存しない会計運営

⑦　公共交通の安定的運営 ７　若桜鉄道及び町営バス等の安定経営

７項目

（４）事務事業の見直しと
改善

①　施策・事業の選択
１　事務事業の仕分

２　物品契約・事務機器契約等の一元化

②　利便性の高い町民サービスの提供
３　町民視点の窓口サービスの提供

４　公共施設の利用時間の弾力化

③　環境への配慮 ５　環境等に配慮した事業推進

④　電子自治体の構築 ６　業務システムの効率化

６項目

１．効率的な行財政運営

２．町民の参加と協働による行政運営

大　項　目 中　項　目 小　項　目

（１）開かれた行政の推進

①　情報の多元的な提供 １　各種広報媒体を活用した情報提供

②　公正の確保と透明性の向上
２　情報公開制度・個人情報保護制度の適切
な運用

３　入札・契約方法における適正化

３項目

（２）町民の参加と協働の
推進

①　町民参加の仕組みづくり

１　自治基本条例の制定
２　審議会への公募委員の登用、審議会の公
開

３　パブリックコメント制度の推進　

４　提案型事業の導入

②　協働の仕組みづくり

５　ボランティア団体・NPO等の支援

６　集落コミュニティの支援

７　団体の育成・自立 ( 団体事務の見直し）

③　民間活力の導入
８　民間委託の推進

９　指定管理者制度の拡大

９項目

行 政 改 革 推 進 プ ラ ン
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１
．
計
画
策
定
の
趣
旨

　

限
ら
れ
た
財
源
の
も
と
、
効
率
的
で
質

の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
提
供

す
る
た
め
に
は
、
適
正
な
定
員
管
理
を
は

じ
め
と
す
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

本
町
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間
と
し
た

第
１
次
定
員
管
理
計
画
の
も
と
、
事
務
事

業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
定
員
の
適
正
化

に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
１
次
定
員
管
理
計
画
の
具
体
的
な
目

標
数
値
は
退
職
者
数
に
対
す
る
新
規
採

用
数
を
２
割
補
充
と
し
、
平
成
18
年
４

月
の
２
８
０
人
を
平
成
22
年
４
月
に
は

２
６
０
人
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
数
値

は
２
６
３
人
と
な
っ
た
。

　

合
併
特
例
法
に
よ
る
交
付
税
措
置
も
平

成
27
年
度
か
ら
段
階
的
に
減
少
し
て
い

き
、平
成
31
年
度
に
は
措
置
が
終
了
す
る
。

平
成
27
年
度
以
降
５
年
間
で
約
９
億
円
の

交
付
税
が
減
額
と
な
り
、
将
来
の
町
の
行

財
政
運
営
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
想
定

さ
れ
る
中
で
、
高
齢
化
社
会
の
到
達
に
伴

う
社
会
保
障
の
増
大
、
ま
た
、
保
育
所
、

小
中
学
校
の
統
廃
合
に
か
か
る
施
設
整
備

な
ど
大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
合
併
特
例
措
置
終

了
ま
で
に
町
の
体
質
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
る
。　
　
　
　

　

そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
組
織
の
整
備
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
り
、
新
た
に
第
２
次
定
員

管
理
計
画
を
平
成
23
年
度
か
ら
平
成
27
年

度
ま
で
の
間
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
２
．
平
成
22
年
４
月
１
日
と
23
年

４
月
１
日
の
職
員
数
の
状
況

　

八
頭
町
と
類
似
団
体
と
の
部
門
別
職
員

数
比
較
表
は
、次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

３
．
定
員
管
理
の
課
題

　

八
頭
町
は
平
成
17
年
３
月
に
３
町
が
合

併
し
、
本
庁
と
総
合
支
所
２
つ
の
計
３
つ

の
庁
舎
で
業
務
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
そ
の
後
、
抜
本
的
な
機
構
改
革

は
行
っ
て
い
な
い
。
平
成
24
年
４
月
か
ら

分
庁
方
式
の
導
入
に
向
け
、
検
討
を
進
め

て
い
る
が
総
合
窓
口
業
務
の
設
置
も
あ

り
、
単
純
に
各
部
署
の
人
員
を
減
ら
す
こ

と
は
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
の
同
規
模
の
自
治
体
と
比
較

す
る
と
保
育
所
を
12
箇
所
運
営
し
て
い
る

点
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

本
計
画
で
は
、
職
員
数
を
減
と
す
る
目

標
を
立
て
る
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

に
繋
が
ら
な
い
よ
う
職
員
一
人
ひ
と
り
の

資
質
の
向
上
と
意
識
の
改
革
も
併
せ
て
行

う
必
要
が
あ
る
。

４
．
適
正
化
計
画
の
基
本
的
な
考

え
方

ア
、
減
員
計
画
を
進
め
る
が
、
福
祉
事
務

所
な
ど
増
員
要
因
に
は
適
確
に
対
処
す

る
こ
と
と
し
、
全
体
と
し
て
数
値
目
標

が
達
成
で
き
る
よ
う
進
め
る
。

イ
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
簡
素
で
効
率
的
な

業
務
執
行
体
制
と
な
る
組
織
・
機
構
の

見
直
し
を
図
る
。

ウ
、
退
職
に
よ
る
補
充
は
、
機
構
改
革
や

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
、

新
規
採
用
を
極
力
抑
制
す
る
。

エ
、
技
能
労
務
職
員
が
行
っ
て
い
る
業
務

に
つ
い
て
は
、
外
部
委
託
等
を
進
め
、

不
補
充
の
方
針
と
し
新
規
採
用
を
抑
制

す
る
。

５
．
数
値
目
標
と
適
正
化
へ
の
方
針

ア
、
数
値
目
標

　

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
の

２
５
８
人
を
基
準
と
し
て
平
成
27
年
4
月

1
日
時
点
で
２
３
９
人
を
目
標
と
す
る
。

　　
　

イ
、
公
表

　

定
員
管
理
適
正
化
計
画
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、「
広
報
や
ず
」や「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
を
通
じ
て
、
広
く
町
民
に
そ
の
経
過

や
成
果
等
を
わ
か
り
や
す
く
公
表
す
る
。

第
２
次
定
員
適
正
化
計
画

平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度

　

年度 職員数
(4月1日)

採用
者数

退職
者数

前年
対比

削減率
(平成23年度比較)

効果(千円)
(前年比較) 備考

平成22年度 263 3 9 - - - Ｈ22.6管理
栄養士1採用

平成23年度 258 3 6 △5 - 32,000

平成24年度 257 5 10 △1 △0.39％ 6,000 福祉事務所設置

平成25年度 251 4 7 △6 △2.71％ 38,000

平成26年度 246 2 11 △5 △4.65％ 32,000

平成27年度 239 4 13 △7 △7.36％ 45,000

＊平成24年4月に福祉事務所を設置する。
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2. 八頭町と類似団体との部門別職員数比較表

部　門 類似団体
の職員数 課　　　名

平成22年4月1日現在 平成23年4月1日現在
人数 合計 比較 人数 合計

普

通

会

計

議　　会 3 議会事務局 3 3 0 3 3

総　　務 48

出納室 3

41 △ 7

3

38

総務課 14 14
企画課 10 9
福祉環境課 2 2
男女共同参画センター 2 2
船岡住民課 3 2
八東住民課 3 2
船岡産業建設課 1 1
人権推進課 3 3

税　　務 13 税務課 12 12 △ 1 11 11
労　　働 0 ‐ 0 0 0 0 0

農林水産 17

産業観光課 10

22 5

10

22
船岡産業建設課 2 2
八東産業建設課 2 2
地籍調査課 5 5
農業委員会事務局 3 3

商　　工 7 ‐ 0 0 △ 7 0 0

土　　木 10
建設課 8

13 3
8

13船岡産業建設課 2 2
八東産業建設課 3 3

民　　生 51

福祉環境課 6

94 43

7

92

船岡住民課 3 3
八東住民課 4 4
保育所 76 73
人権推進課 2 2
郡家隣保館 1 1
船岡文化センター 1 1
八東隣保館 1 1

衛　　生 18

福祉環境課 2

21 3

1

23
保健課 14 17
船岡保健センター 2 3
八東保健センター 3 2

教　　育 25

教育課 6

36 11

6

35

生涯学習課 7 7
郡家公民館 3 3
船岡公民館 2 2
八東公民館 2 2
郡家図書館 1 1
郡家給食センター 5 6
船岡給食センター 5 4
八東給食センター 5 4

消　　防 0 ‐ 0 0 0 0 0
計 192 242 242 50 237 237

公

営

企

業

水　　道 ‐
上下水道課 3

4 ‐
3

4
八東産業建設課 1 1

下　　水 ‐
上下水道課 3

4 ‐
3

4
船岡産業建設課 1 1

国　　保 ‐

福祉環境課 3

6 ‐

3

6
保健課 1 1
船岡保健センター 1 1
八東保健センター 1 1

介　　護 ‐
保健課（包括） 5

7 ‐
6

7船岡保健センター 1 0
八東保健センター 1 1

計 ‐ 21 21 ‐ 21 21
合　　　計 ‐ 263 263 ‐ 258 258

※　八頭町の類似団体グループはⅣ－０（人口 15 千人～ 20 千人でⅡ次、Ⅲ次産業が 80％未満）
※　類似団体の職員数は、平成22年４月１日現在。
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���平成24年４月１日から
　　　　　   行政組織の変更をします���

分
庁
方
式
の
導
入

　

八
頭
町
で
は
、
平
成
17
年

の
合
併
以
来
「
総
合
支
所
方

式
」
と
い
う
組
織
体
制
で
行

政
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度
、
一
部
組
織
の

変
更
を
行
い
、
平
成
24
年
4

月
1
日
か
ら
「
分
庁
方
式
」

（
行
政
機
能
を
振
り
分
け
る
）

と
い
う
新
た
な
組
織
体
制
を

導
入
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

福
祉
事
務
所
の
設
置

　

福
祉
事
務
所
は
、
生
活
保

護
の
認
定
等
の
福
祉
業
務
を

中
心
に
行
う
部
署
で
、
市
に

お
い
て
は
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
村
へ
の
設
置
義
務
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
一
昨
年
か
ら

県
内
の
町
村
に
お
い
て
も
設

置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
八

頭
町
で
も
来
年
度
か
ら
福
祉

事
務
所
を
設
置
し
ま
す
。

変
　
　
更
　
　
内
　
　
容

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　

◎
八
東
庁
舎
→
本
庁
舎
へ
移
動

　
上
下
水
道
課

　

◎
本
庁
舎
→
船
岡
庁
舎
へ
移
動

　
福
祉
事
務
所

　

◎
船
岡
庁
舎
内
に
設
置

　
企
　
画
　
課

　

◎
本
庁
舎
→
八
東
庁
舎
へ
移
動

　
住
　
民
　
課

　

◎
分
庁
方
式
に
伴
い
総
合
窓
口
業

務
対
応
に
変
更

　
　

（
住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
交
付
等

の
業
務
に
つ
い
て
は
、
従
前
の

と
お
り
対
応
し
ま
す
。）

　
各
支
所
産
業
建
設
課

　

◎
廃
止
（
本
課
へ
統
合
）

   

学
校
給
食
共
同
調
理
場

　

◎
1
施
設
に
統
合

中私都保育所〔74－0135〕

下私都保育所〔72－3187〕

たから保育所〔72－0129〕	
郡家保育所〔72－3123〕	 	
国中保育所〔72－3137〕	 	
大御門保育所〔72－3106〕	 	
船岡保育所〔73－0138〕	 	
隼保育所〔72－0713〕	 	
大江へき地保育所〔73－8766〕	 	
安部保育所〔84－3241〕	 	
八東保育所〔84－2323〕	
丹比保育所〔84－2360〕	

保健課（郡家保健センター）
〔72－3566〕

男女共同参画センター
〔84－2361〕

地域包括支援センター（郡家保健センター内）
　　　　　　　　　　　　	〔72－ 3572〕

船岡保健センター	〔73－ 0670〕
八東保健センター	〔84－ 1234〕

   本　庁　舎
　
【３F】

【２F】■	建設課〔76－0206〕
　　　■	産業観光課〔76－0208〕
　　　■	農業委員会事務局

【１F】■	出納室〔76－0202〕
　　　■	総務課〔76－0201〕
									(選挙管理委員会事務局）
　　　　		■	税務課〔76－0204〕	 	
	 	■	福祉環境課

新しい組織図 （庁舎・電話番号案内）

　　

〔76－0207〕

〔76－ 0205・76－ 0211〕	



13◆YAZU2012.2

郡家公民館　　　	郡家西地区公民館

　　　　　　　　	郡家東地区公民館	

船岡公民館　　　	大江地区公民館

　　　　　　　　	済美地区公民館

　　　　　　　　	船岡地区公民館

　　　　　　　　	隼地区公民館

八東公民館　　　	安部地区公民館	

　　　　　　　　	八東地区公民館

　　　　　　　　	丹比地区公民館	 	

郡家図書館〔72－6660〕

船岡図書室〔72－3970〕

八東図書室〔84－6622〕

※　　　　　 は、所在や業務の変更、または、新設を行う部署です。電話番号は、平成
24年４月2日（月）からの使用となりますので、ご注意ください。

　

　

【3F】	■	議会事務局
　　　　　　　　　　　〔72－3975〕

　　　（監査委員事務局）
	 	
【2F】	

【1F】	■	住民課（総合窓口）
　　　　　　　　　　　		〔72－ 0044〕

【1F】	■人権推進課〔72－3976〕
【1F】	■地籍調査課〔72－3154〕
【1F】	■上下水道課〔72－ 3973〕

【1F】	■福祉事務所〔72－0451〕
　

郡家隣保館〔72－2672〕

船岡文化センター〔73－0030〕	
八東隣保館〔84－3496〕	 	
東市場児童館	 	
上万代寺児童館	 	
土師百井二児童館	 	
国中二区児童館	 	
隼福児童館	 	 	
新庄児童館
上野児童館
八東児童館〔84－3497〕

下南児童館〔84－2228〕

　

【２F】	■	教育委員会事務局
教育課〔84－1231〕
生涯学習課〔84－1232〕

【1F】	■	住民課（総合窓口）
〔84－1222〕

	 ■	企画課　〔84－1227〕

学校給食共同調理場　〔72－0304〕

船 岡 分 庁 舎

八 東 分 庁 舎

　　

〔72－3113〕 〔76－ 0336〕

〔72－ 0085〕

〔84－ 3001〕

〔76－ 0335〕

〔73－ 8838〕

〔72－ 0166〕

〔72－ 0085〕

〔72－ 1611〕

〔84－ 3468〕

〔84－ 3001〕

〔84－ 6622〕



14◆YAZU
2012.2

　

昨
年
（
平
成
23
年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
所
得
を
対
象
と
し
た
所

得
税
と
個
人
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
給
与

所
得
の
み
で
年
末
調
整
済
み
の
方
は
申
告
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
の
他
の
所
得
が
あ
る
場
合
や
各
種
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は
申

告
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
申
告
に
基
づ
き
平
成
24
年
度
の
町
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
算
定
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
所
得
が
不
明
な
た
め
、
保
険
料
（
税
）
の

減
額
対
象
者
と
思
わ
れ
て
も
減
額
措
置
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
い
ほ
か
、
所

得
証
明
な
ど
の
証
明
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

申
告
さ
れ
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
確
認
し
て
正
し
く
申
告
し
ま
し
ょ

う
。

 

○
申
告
が
必
要
な
人 

・
事
業
所
得
（
農
業
、
営
業
、
大
工
、
開

業
医
な
ど
）
が
あ
る
方
。

・
不
動
産
所
得
（
地
代
、
家
賃
な
ど
）
が

あ
る
方
。

・
譲
渡
所
得
（
不
動
産
の
売
却
、
株
式
・

先
物
の
売
買
な
ど
）
が
あ
る
方
。

 

○
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
給
与
所
得
の
み
）
の

場
合
、
所
得
税
は
年
末
調
整
に
よ
っ
て
精

算
さ
れ
、
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
次
の
よ
う
な
人
は
申
告
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
給
与
の
年
収
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人
。

・
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る

人
。

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

人
。

・
年
末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人
。

 　
〝
住
民
税
〟の
申
告
相
談

　

住
民
税
申
告
は
平
成
24
年
１
月
１
日
現

在
で
八
頭
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
全
員
対

象
で
す
。

　

住
民
税
の
申
告
相
談
も
所
得
税
と
同
じ

日
程
で
実
施
し
ま
す
。

 

○
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人 

・
平
成
23
年
中
に
給
与
以
外
の
所
得
が

あ
っ
た
人
。

・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
、
年
末

調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人
。

・
前
年
中
の
収
入
が
な
か
っ
た
人
。

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
で
、
障
害
年

金
・
遺
族
年
金
・
恩
給
の
み
を
受
給
さ

れ
て
い
る
人
。

○
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人 

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
。

・
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
事
業
所
か
ら
源

泉
徴
収
（
年
末
調
整
）
さ
れ
、
そ
の
給

与
支
払
報
告
書
が
町
に
提
出
さ
れ
て
い

る
人
。

　
　
〝
所
得
税
〟の
申
告
相
談

　

申
告
相
談
は
、
17
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
の

と
お
り
各
地
域
ご
と
に
会
場
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
申
告

相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
地
域
以
外
の
方
も
受
け
付

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
都
合
の
よ

い
会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
所
得
税
の
確

定
申
告
（
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
）
が
便
利
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
所
得
税
申
告
書
を
提
出
し

た
方
は
住
民
税
申
告
書
も
提
出
し
た
こ
と

に
見
な
さ
れ
る
た
め
、

改
め
て
住
民
税
申
告

を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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所得の種類と計算
　所得は大まかに分けて10種類
あり、その中でも総合課税で一緒
にするもの（事業、給与、雑、一
時所得など）と別々に計算する分
離課税所得（不動産譲渡、退職、
山林所得など）に分かれます。そ
の中でも対象者が多い所得４つ
について説明します。

 給与所得 

　給料、パート・アルバイト収入、役員報酬収入
などです。賞与などのいわゆるボーナスも給与収
入です。
　収入額から一定の率で控除額を計算し、引いた
残りが所得となります。２カ所以上の給与があれ
ば合計してから計算します。

計算例
　年収240万円は
　240÷4×2.8－18＝150万円と
なります。
　また最低65万円を引きますの
で65万円以下は所得額は0円とな
ります。

 雑 所 得 

　公的年金収入のほか、生命保険の年金、講演料
や原稿料など他のいずれの所得にも該当しない所
得がこれにあたります。
　公的年金の所得については大まかに下記のとお
りです。
○Ｓ22.1.1以前生まれの方で年金額が330万円未

満の方
　→　一律に120万円を引いて残った額が所得と

なります。
○Ｓ22.1.2以降生まれの方で年金
　額が130万円未満の方
　→　一律に70万円を引いて残っ
　　　た額が所得となります。
　この額以上の方は個別に一定額
と率で計算します。

 事業所得 

　商工業や農業などの自営業を営

んでいる方の所得です。計算方法

は、総売上額から必要経費を引い

た残りが所得になります。所得が

発生しない場合(赤字)でも申告が必要です。赤字

が出た場合には他の所得の黒字部分から引くこと

が出来ます。

　また、青色申告を届出されている方は青色申告

特別控除が最高65万円受けられるほか、各種特典

があります。平成24年分から青色申告をしようと

する方は３月15日までに税務署に届出をする必要

があります。

 一時所得 

　満期保険金や満期返戻金などを
一時金で受け取ったときにはこの
一時所得となります。
　一時所得は原則として確定申告
が必要ですが、一時所得を含めて

給与所得と退職所得以外の所得の合計が20万円以
下になるときは所得税の確定申告は不要です。
　所得の計算方法には特典があり、50万円の特別
控除を引くことが出来るほか、税の対象となる金
額は２分の１になります。
　なお、近年、保険満期金の申告を忘れ、あとで所
得税が追徴となるケースが多く出ています。場合に
よっては延滞税も加算されますので、満期金を受け
取った場合は保険会社などに確認しましょう。



生命保険料控除
　一般の保険、個人年金それぞれ

に最高 5 万円、合わせて 10 万円ま

で控除できます。

　所得控除は14種類あり、基礎控除や扶養控除、寡婦(夫)、障害など家族の状況や
身体の状況に起因するものと、社会保険料、生命保険料、地震保険料などの支払っ
た保険料などによる控除があります。
　控除額は所得税と住民税で変わります。以下に主なものを説明します。

所得
控除

控除種類 所得税控除額 住民税控除額
基礎控除 38万円 33万円
配偶者控除 38万円 33万円

配偶者特別控除 所得により
３～ 38万円

所得により
３～ 33万円

扶養控除 年齢により
38～ 63万円

年齢により
33～ 45万円

寡婦控除 27万円 26万円
特定寡婦控除 35万円 30万円
寡夫控除 27万円 26万円

障害者控除 障害程度等により
27～ 75万円

障害程度等により
26～ 53万円

勤労学生控除 27万円 26万円

社会保険料控除
　国民年金、国保税などの支払額で

す。払った全額が控除額となります。

地震保険料控除
　地震保険や H18.12.31 までに契約

した長期損害保険が対象です。最高

５万円の控除です。

　おおむね10万円(所得×5％ )以上の医療費を支払った場合、10万円を超えた部分
が控除額となり、最高200万円まで控除できます。生計を一にした家族であれば別
居している方の医療費も合算できます。
　なお、支払った医療に対して保険金などで補てんされる金額(高額医療費、出産育
児一時金、入院給付金など)があればそれは差し引いた後の医療費が対象となります。

医療費
控除

　所得税の税率は５～ 40％で、課税所得金
額が多い人がより多く税金を納める累進課税
方式になっています。住民税は定率の10％で
す(一部の所得を除く)。また、住宅ローン控
除などの税金を計算してから控除額を引く税

額控除を引いた後の金額が最終的な納税額となります。

　　所得額　－　所得控除額　×	 税率　＝　税額

　　税　額　－　税額控除額　＝　最終税額(納税額)

住宅ローン控除
(住宅借入金等特別控除：税額控除)

　住宅ローンを利用して新しく家を新築・購入・増改築した
場合は住宅借入金等特別控除が受けられる場合があります。
　平成23年中に入居された方の場合、最高で40万円の税額
控除です。また、バリアフリー改修工事、省エネ改修工事、
耐震改修工事をした場合も、条件が当てはまれば控除が受
けられる場合があります。
　家を新築・購入・増改築をされた方は該当にならないか
ご確認下さい。

税額の
計算

原動機自転車や軽自動車の
名義変更・廃車の手続きは
お済みですか！
手続きは３月31日までに

　軽自動車税は、毎年４月１日に

自動車を所有している人に課税さ

れます。

　他人に譲渡した場合や、廃車に

した場合でも、３月31日までに名

義変更や廃車の手続きが済んでい

ないと、１年分の軽自動車税を納

めなくてはなりません。

　トラブルの原因になりますの

で、早めに確実な手続きをしてお

きましょう。

※車種により、問い合わせ・届け

出先が異なります。

　詳しくは税務課（☎76-0204）

にお問い合わせ下さい。

早めに準備、納付いただき、期限(2/29)内納付にご協力をお願いします。
なお、口座引き落としの方は２月29日（水）に引き落としますので残高確認をお願いします。

２月は固定資産税（第４期分）の納付月です。２月は固定資産税（第４期分）の納付月です。
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2012.２17

所得税・住民税申告相談日程表

八東地域船岡地域郡 家 地 域地域別

八東体育文化センター船岡公民館郡家保健センター申告相談会場

午 後午 前午前・午後午 後午 前午前午後の別

安井宿､桜ヶ丘大江姫路､明辺､福地､野町落岩､山志谷､麻生16日(木)

2

月

小別府新興寺下野､橋本上津黒､市場､東市場覚王寺､下津黒､別府､篠波17日(金)

休日受付:鳥取税務署申告会場(鳥取市役所駅南庁舎)で受け付けます。19日(日)

下日下部上日下部塩上､水口上峰寺､下峰寺､山田､山路､花原延命寺､上大坪､下大坪､奥山上､口山上20日(月)

東一､東二皆原船岡殿土師百井､土師百井二､石田百井池田､万代寺､上万代寺21日(火)

三浦鍛冶屋以奥志子部､見槻､西谷米岡､国中一区､国中二区久能寺､緑ヶ丘22日(水)

才代二､才代団地才代一見槻中､隼郡家市谷､西御門大門､花､郡家殿23日(木)

横田､竹市茂田隼福郡家西区､郡家北区郡家東区､郡家中区24日(金)

休日受付:鳥取税務署申告会場(鳥取市役所駅南庁舎)で受け付けます。26日(日)

佐崎岩渕福井､上野、上野上福本､賀茂町､天王木､さつきヶ丘南ヶ丘､すくも塚､さくら台27日(月)

用呂坂町下門尾､フローラル､門尾宮谷､カーサこおげ､ドミールこおげ28日(火)

日田下町堀越､宝､若葉井古､稲荷､下坂､奥谷29日（水）

北山上町、下濃姫路､明辺､福地､野町落岩､山志谷､麻生1日(木)

３

月

下徳丸坂田、薬師上津黒､市場､東市場覚王寺､下津黒､別府､篠波2日(金)

休日受付:郡家保健センターで全地域を対象に受け付けます。4日(日)

上徳丸重枝丸山上峰寺､下峰寺､山田､山路､花原延命寺､上大坪､下大坪､奥山上､口山上5日(月)

上南、下南中南新庄、破岩土師百井､土師百井二､石田百井池田､万代寺､上万代寺6日(火)

細見富枝未申告者対象米岡､国中一区､国中二区久能寺､緑ヶ丘7日(水)

島中未申告者対象市谷､西御門大門､花､郡家殿8日(木)

志谷稗谷、南団地未申告者対象郡家西区､郡家北区郡家東区､郡家中区9日(金)

休日受付:郡家保健センターで全地域を対象に受け付けます。11日(日)

未申告者対象未申告者対象福本､賀茂町､天王木､さつきヶ丘南ヶ丘､すくも塚､さくら台12日(月)

未申告者対象未申告者対象下門尾､フローラル､門尾宮谷､カーサこおげ､ドミールこおげ13日(火)

未申告者対象未申告者対象堀越､宝､若葉井古､稲荷､下坂､奥谷14日(水)

未申告者対象未申告者対象未申告者対象15日(木)

受付時間 午前…9：00～11：30

午後…1：00～04：00

１.極端な混雑を避けるためなるべく下記の日程で申告をお願
いします。

２.ただし、都合のつかない場合は日時、会場に関係なく申告
できます。
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Topic of town

門尾地内で一斉放水

伝達を受ける林団長

防
火
活
動
へ
の
決
意
を
新
た
に　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
「
八
頭
町
消
防
団
出
初
式
」

　

平
成
24
年
八
頭
町
消
防
団
出
初
式
が
１

月
８
日
（
日
）、
郡
家
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
平
木
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
林

統
括
団
長
の
訓
示
、
そ
し
て
、
来
賓
の

方
々
か
ら
日
ご
ろ
の
消
防
・
防
災
活
動
に

対
す
る
感
謝
の
こ
と
ば
と
激
励
を
受
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
各
種
表
彰
の
授
与
及
び
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
門
尾
地
内
の
私
都
川
に

架
か
る
前
河
原
橋
上
流
で
、
八
頭
消
防
署

と
八
頭
町
消
防
団
が
新
春
の
一
斉
放
水
を

行
い
、
今
年
一
年
の
防
火
活
動
に
努
め
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
表
彰

【
功
績
章
】

林　
　

憲
三
（
郡
家
地
区
団
長
）

【
精
績
章
】

佐
々
木
憲
治
（
船
岡
地
区
団
長
）

【
勤
続
章
】

小
林　

道
和
（
八
東
地
区
団
長
）

鳥
取
県
消
防
表
彰

【
功
績
章
】

井
上　

正
人
（
郡
家
地
区
第
３
分
団
）

田
中　

浩
実
（
八
東
地
区
第
１
分
団
）

鳥
取
県
消
防
協
会
表
彰

【
功
績
章
】

浦
林　

雅
樹
（
郡
家
地
区
第
１
分
団
）

竹
本　

一
史
（
船
岡
地
区
第
１
分
団
）

富
士
原
晴
樹
（
八
東
地
区
第
１
分
団
）

中
田　

孔
明
（
役
場
分
団
）

【
勤
続
章
】

竹
村　

修
治
（
郡
家
地
区
第
１
分
団
）

森
田　

俊
之
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

花
木
陽
一
郎
（
八
東
地
区
第
１
分
団
）

富
士
原
晴
樹
（
八
東
地
区
第
１
分
団
）

矢
部　

清
己
（
八
東
地
区
第
２
分
団
）

坂
本　

浩
樹
（
八
東
地
区
第
２
分
団
）

東
部
地
区
消
防
協
会
表
彰

【
功
労
章
】

浦
林　

雅
樹
（
郡
家
地
区
第
１
分
団
）

小
出
振
一
郎
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

安
部　

泰
己
（
郡
家
地
区
第
３
分
団
）

前
場　

則
彦
（
船
岡
地
区
第
２
分
団
）

朝
倉　

昭
人
（
八
東
地
区
第
２
分
団
）

【
勤
続
章
】

林　
　

文
宏
（
船
岡
地
区
第
１
分
団
）

山
根　

政
彦
（
八
東
地
区
第
２
分
団
）

八
頭
町
消
防
団
表
彰

【
功
績
章
】

清
水　

貴
洋
（
郡
家
地
区
第
３
分
団
）

佐
々
木
良
介
（
船
岡
地
区
第
１
分
団
）

林　
　

淳
矢
（
船
岡
地
区
第
１
分
団
）

藤
原　

豊
実
（
船
岡
地
区
第
２
分
団
）

山
本　

剛
士
（
八
東
地
区
第
２
分
団
）

大
石　
　

博
（
役
場
分
団
）

片
山　

良
雄
（
役
場
分
団
）

【
勤
続
章
】

加
賀
田
雅
也
（
郡
家
地
区
第
２
分
団
）

豊
口
晋
太
郎
（
船
岡
地
区
第
１
分
団
）

鎌
谷　

正
美
（
船
岡
地
区
第
２
分
団
）

林　
　

孝
昌
（
船
岡
地
区
第
２
分
団
）
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Topic of town
　

次
代
を
担
う
中
学
生
が
、日
常
の
家
庭
・

学
校
生
活
等
の
中
で
得
た
体
験
に
基
づ
く

作
文
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
人
権
尊
重
の

大
切
さ
や
基
本
的
人
権
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
法
務
省

と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
「
全
国

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
、
こ
の
鳥
取
県
大
会
に
県
内
か

ら
56
校
、約
１
万
編
の
作
文
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
中
か
ら
中
央
中
学
校
の
岡
山
永
希
君

（
３
年
生
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
。
全
国

大
会
で
は
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
方
や
友
達
か
ら　

〝
お
め
で
と

う
〟
と
言
わ
れ
、
や
っ
と
受
賞
の
実
感
が

わ
い
た
と
い
う
岡
山
君
は
「
養
護
学
校
で

の
体
験
を
通
じ
て
、
障
が
い
の
あ
る
方
を

差
別
し
て
は
い
け
な
い
。　

〝寄
り
添
う
気

持
ち
で
接
し
て
ほ
し
い〟
　

 

と
い
う
気
持
ち

を
作
文
に
し
ま
し
た
。
僕
は
、
障
が
い
の

あ
る
方
に
限
ら
ず
、
ど
ん
な
人
へ
も
絶
対

に
偏
っ
た
見
方
を
す
る
こ
と
な
く
、
人
権

を
守
っ
て
い
き
た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

　

第
３
期
生
と
卒
業
生
が
10
月
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た
新
作
の
「
八
頭
ふ
る
さ
と
か

か
し
」（
八
頭
町
商
工
会
駅
前
活
性
化
事

業
委
員
会
主
催
）
が
50
体
完
成
し
、
12
月

20
日
（
火
）
午
前
11
時
か
ら
、
船
岡
公
民

館
で
展
示
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
か
か
し
の
設
置
が
進
ん
で
い
な

い
町
内
の
事
業
所
な
ど
に
展
示
し
よ
う
と

午
後
１
時
か
ら
「
か
か
し
出
発
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
か
し
の
出
発
前
に
、
八
頭
町
長
や
八

頭
町
商
工
会
長
な
ど
が
選
定
し
た
か
か
し

と
そ
の
製
作
者
に
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
か
か
し
た
ち
は
、
町
内
の
保
育

園
や
公
民
館
、
道
の
駅
、
銀
行
な
ど
に
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

鳥
取
県
大
会
で
最
優
秀
賞

「
狛こ

ま

ウ
サ
ギ
」
福
本
の　
　

　
　
　
　
　

白
兎
神
社
にかしわ手を打つ関係者

第
３
期
生
の　
　
　
　

　
　
　
　

か
か
し
が
完
成

　

昔
、
白
兎
大
明
神
を
祀ま

つ

っ
て
い
た
福
本

に
あ
る
白
兎
神
社
に
12
月
29
日
（
木
）、

「
狛こ

ま

ウ
サ
ギ
」
が
地
域
の
活
性
化
を
期
待

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
辺
り
に
伝
わ
る
白
兎
伝

説
を
広
め
て
い
き
た
い
と
、
八
頭
町
出
身

の
大
江
幸
久
さ
ん
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）
が

石
像
の
設
置
を
呼
び
か
け
、
寄
付
金
を

募
っ
て
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
参
集
し
た
福
本
集
落
の
方

と
八
頭
町
観
光
協
会
の
関
係
者
が
か
し
わ

手
を
打
っ
て
設
置
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

設
置
さ
れ
た
狛
ウ
サ
ギ
は
、
伏
せ
ウ
サ

ギ
と
立
ち
ウ
サ
ギ
の
２
体
で
、
社
殿
の
前

で
参
拝
者
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

中央中学校３年生

岡山永希君

受賞したかかしと関係者

　

農
事
組
合
法
人　

八
頭
船
岡
農
場
の
会

員
な
ど
有
志
７
人
が
、
復
興
支
援
も
ち
つ

き
大
会
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、
石
巻
市

内
で
も
特
に
津
波
被
害
の
大
き
か
っ
た
渡

波
地
区
に
あ
る
仮
設
渡
波
第
２
団
地
を
12

月
18
日
（
日
）
に
訪
問
し
、「
復
興
支
援

も
ち
つ
き
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
支
援
は
、
船
岡
地
域
の
活
性
化
を

図
ろ
う
と
昨
年
協
定
さ
れ
た
「
ふ
な
お
か

共
生
の
里
づ
く
り
活
動
」
事
業
の
一
環
と

し
て
、　

〝
被
災
地
の
方
に
お
も
ち
を
食
べ

て
元
気
に
な
っ
て
も
ら
お
う〟
　　

と
昨
年
春

か
ら
計
画
し
た
も
の
で
、
船
岡
地
域
の
子

ど
も
や
関
係
者
な
ど
が
協
力
し
て
、
も
ち

米
を
栽
培
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
収
穫
し
た
も
ち
米
１
２
０

㎏
を
持
参
し
、
被
災
地
で
仮
設
住
宅
に
入

居
さ
れ
て
い
る
方
と
一
緒
に
も
ち
つ
き
を

行
い
、支
援
と
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

石
巻
市
で

「
復
興
支
援
も
ち
つ
き
大
会
」被災者と一緒にもちつき



20◆YAZU
2012.2

平成24年度放課後児童クラブ加入児童を募集
　八頭町では、町内に４カ所ある放課後児童クラブの平成24年度加入児童を募集し

ています。

　入会を希望される方は、２月10日（金）（クラブによって変更あり）までに、役
場福祉環境課又は各支所住民課へお申し込みください。

１．対象児童　就労等により昼間保護者が家庭にいない小学校に通う児童

　　　　　　　（概ね１年生～３年生）で、１年間継続して加入するもの　

２．実施期間　平成24年４月１日～平成25年３月31日

　　　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始は原則休み）

３．開設時間　小学校の授業終了から午後６時ごろまで

４．費　　用　会費　月額4,000円/人（８月のみ5,000円/人）、

　　　　　　　おやつ代実費（月額2,000円程度/人）、傷害保険　年額2,000円/人

　　※　放課後児童クラブは、遊びを中心とした活動により児童の健全育成を図ることを目的と
しており、八頭町ではクラブに加入する児童の保護者で組織する保護者会の運営により開
設しています。

【お問合せ先】役場福祉環境課☎76－0205、船岡支所住民課☎72－0044、

　　　　　　  八東支所住民課☎84－1222

クラブ名 実施場所 対象学校区
わんぱく児童クラブ わんぱく児童クラブ専用施設 郡 家 西 小 学 校
ひまわり児童クラブ ひまわり児童クラブ専用施設 郡 家 東 小 学 校
船 岡 児 童 ク ラ ブ 船岡キッズハウス 船岡地域全小学校

八 東 学 童 ク ラ ブ 八東学童クラブ専用施設
(八東ふれあいスポーツセンター隣 ) 八東地域全小学校

国民年金保険料の納付は　　　　　　　
　　　　　　「口座振替」が便利でお得

安　心　…自動引き落としで納め忘れの心配がありません。	 	 	

簡　単　…１度の手続きでOK。手数料もかかりません。	 	 	

便　利　…金融機関等に行く手間と時間が省けます。	 	 	

お　得　…当月末振替で毎月50円（年間600円）のお得です。

口座振替による前納は「割引額」がお得

☆☆お申し込み方法☆☆
◎　口座振替申出書に必要な事項を記入・押印（金融機関の届出印）し、お近くの年金事務所に

お申し込みされるか、ご郵送ください。また、金融機関窓口にご提出いただいても結構です。

◎　前納のお申し込みは、①1年度分及び上期６カ月分（４月分～９月分）は２月末までに、ま

た、②下期６カ月分（10月分～翌年３月分）は８月末までに、鳥取年金事務所（☎0857－27

－8311）にお申し込みください。

１カ月分 ６カ月分 １年度分
保険料額 割引額 保険料額 割引額 保険料額 割引額

毎 月 納 付 現金納付・翌月末振替 15,020 円 0 円 90,120 円 0 円 180,240 円 0 円
【早割】当月末口座振替 14,970 円 50 円 89,820 円 300 円 179,640 円 600 円

６カ月前納 現　 金　 納　 付 － － 89,390 円 730 円 178,780 円 1,460 円
口　 座　 振　 替 － － 89,100 円 1,020 円 178,200 円 2,040 円

１年度前納 現　 金　 納　 付 － － － － 177,040 円 3,200 円
口　 座　 振　 替 － － － － 176,460 円 3,780 円

参考：平成23年度（昨年度）の国民年金保険料 納入額早見表（現金納付・口座振替比較）   
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がん検診の受診率
優れていた集落を表彰

日　時　２月10日（金）
　　　　14:00～15:00
会　場　郡家保健センター
内　容　講演「いつまでも元気でおい
しく食べて　わっはっ歯」
講　師　谷尾歯科医院
　歯科医師　谷尾　洋子　氏

日　時　３月２日（金）
　　　　14:30～15:30
会　場　郡家保健センター
内　容　講演「生活習慣病としての
　ＣＯＰＤについて～ＣＯＰＤは
防ぐことができます～」
講　師　鳥取医療生協　鹿野温泉病院

医師　木村　正美　氏

　健康講座では、さまざまな講師をお
迎えし、健康に関する知識や、健康に
過ごしていただくための方法をお話し
ます。
　ぜひ、皆さんでお誘い合わせのう
え、ご参加ください。入場無料です。

　平成23年9月29日開催の健康づくり
推進委員研修会で「がん検診の受診の
啓発とがん検診の受診率向上」を目的
に、平成22年度に「がん検診の受診率
が優れていた集落」を総合部門、胃がん・
大腸がん・肺がん・乳がん・子宮がん
の各部門、また、集落規模により3ブロッ
クに分けて表彰しました。
　これからも、がん検診を毎年受け「早
期発見、早期治療」に心がけましょう。

がん検診の受診率
優れていた集落を表彰

部　　門 Ａ
ブロック

Ｂ
ブロック

Ｃ
ブロック

総 合 部 門 見 槻 中 山　　田 奥 野

胃 が ん
検 診 部 門 坂　 田 水　　口 覚 王 寺

大 腸 が ん
検 診 部 門 新 興 寺 下日下部 天 王 木

肺 が ん
検 診 部 門 用　 呂 上日下部 稗 谷

乳 が ん
検 診 部 門 北　 山 若　　葉 茂 谷

子 宮 が ん
検 診 部 門 下　 野 福　　井 竹 市

健康講座のご案内健康講座のご案内
～知れば守れる あなたの健康～

みなさまの
ご参加を
お待ちして
います。

日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

2 木
３ 歳 児 健 診 受付　12：30～12：45 郡家保健センター Ｈ20.12.２～Ｈ21.１.15　生まれ

水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般

6 月 一 般 健 康 相 談 9：30～10：30 八東保健センター 一般

７ 火 ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八東保健センター 一般

9 木
２ 歳 児 歯 科 健 診 受付　12：40～12：55 郡家保健センター Ｈ21.10.1～Ｈ21.11.25　生まれ

水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般

10 金 健 康 講 座 14：00～15：00 郡家保健センター 一般

13 月
一 般 健 康 相 談 9：30～10：30 郡家保健センター 一般

こころの健康相談 9：30～10：30 郡家保健センター 一般

14 火 ゆるやか体操教室 10：45～11：45 船岡保健センター 一般

15 水 さわやか体操教室 10：45～11：45 郡家保健センター 一般

16 木
１歳６か月児健診 受付　12：30～12：45 郡家保健センター Ｈ22.6.23～Ｈ22.8.16　生まれ

水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般

20 月 一 般 健 康 相 談 9：30～10：30 船岡保健センター 一般

21 火 ６ か 月 児 健 診 受付　12：45～13：00 郡家保健センター Ｈ23.7.1～Ｈ23.8.10　生まれ

23 木 水 中 運 動 教 室 10：45～11：30 八東保健センター 一般

24 金 育 児 相 談 13：30～15：30 郡家保健センター 乳幼児

28 火 ゆるやか体操教室 10：45～11：45 郡家保健センター 一般

29 水 幼 児 食 講 習 会 受付　10：00～10：15 郡家保健センター Ｈ22.11.4～Ｈ23.1.31　生まれ

※過去３年以内に同じ部門で受賞した集落は
対象外
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２
０
１
１
年
11
月
26
日（
土
）

と
27
日
（
日
）
の
２
日
間
、
鹿

児
島
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
約

１
万
人
参
加
し
て
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

び
、
生
活
を
高
め
、
未
来
を
保

障
す
る
教
育
を
確
立
し
よ
う
。

部
落
問
題
を
解
決
し
、
人
権
文

化
の
創
造
を
は
か
る
た
め
に
、

同
和
教
育
の
充
実
と
発
展
を
通

し
て
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
を

構
築
し
て
い
こ
う
。」
が
今
回

の
テ
ー
マ
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
報
告
と
し
て

「
鹿
児
島
の
同
和
教
育
と
わ
た

し
の
生
き
方
」
と
題
し
て
３
人

の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
し

た
。
始
め
に
、
小
学
校
教
諭
の

岩
下
朝
恵
さ
ん
の
「
し
な
や
か

に
し
た
た
か
に
心
を
つ
な
ぎ
生

き
て
い
き
た
い
」。
次
に
、
整

体
院
「
正
健
」
代
表　

中
尾
健

志
さ
ん
の
「
わ
た
し
の
こ
と
を

も
っ
と
よ
く
み
て
く
だ
さ
い
」。

最
後
に
、
宮
丸
太
鼓
店
主　

宮

内
礼
治
さ
ん
の
「
出
会
い
」
を

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
学
校
教
育
部
会

の
第
１
分
科
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
〝「
上
中
」
か
ら
「
全
国
」
へ

ど
こ
に
も
負
け
な
い
ナ
ー
ス
サ

ン
ダ
ル
を
作
り
た
い
。〟
と
題
し

て
奈
良
県
香
芝
市
立
旭
ヶ
丘
小

学
校　

松
浦
洋
子
さ
ん
に
発
表

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

校
区
に
、
は
き
物
の
仕
事
を

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
だ

か
ら
、
何
と
か
皮
革
や
は
き
物
、

い
わ
ゆ
る
部
落
産
業
と
向
き
合

う
授
業
は
で
き
な
い
も
の
か
。
は

き
物
工
場
の
見
学
を
切
り
口
と

し
て
、
部
落
問
題
学
習
に
取
り

組
み
た
い
。
出
会
い
、
発
見
、
伝

え
あ
う
心
と
心
、
豊
か
な
出
会

い
を
大
切
に
学
習
を
進
め
、
聞

き
取
る
力
、
ま
と
め
る
力
、
発
表

す
る
力
、
今
回
の
は
き
物
の
工
場

と
の
豊
か
な
出
会
い
を
通
し
て
こ

ど
も
た
ち
の
発
見
が
あ
り
、
成

長
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
第
４
分
科
会
の

社
会
教
育
部
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
長
野
県
同
教
の
東
御
市
立

八
東
隣
保
館

東
部
中
学
校　

峯
村
修
平
さ
ん

が
「
仲
間
作
り
か
ら
始
ま
る
同

和
教
育
～
長
野
県
解
放
子
ど
も

会
大
会
で
の
発
表
を
通
し
て
～

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
○
解
放
こ
ど
も
会
の
仲
間
作

り
…　

全
て
の
小
中
学
校
と
行

政
が
協
力
し
て
支
援
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
単
に
学
力

を
高
め
る
だ
け
で
な
く
、将
来
、

差
別
を
受
け
る
場
面
に
遭
遇
し

た
と
き
、
ど
う
受
け
止
め
、
ど

う
考
え
、
ど
う
行
動
し
て
い
く

か
、
生
き
る
力
を
育
て
る
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
○
部
落
解
放
同
盟
市
協
議
会

と
の
仲
間
作
り
…　

同
和
教
育

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど

温
か
い
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く

だ
さ
る
協
議
会
と
有
志
教
員
が

学
習
・
親
睦
を
深
め
る
会
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う

い
う
人
の
つ
な
が
り
は
同
和
教

育
の
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な

る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
○
小
中
学
校
の
連
携
に
よ
る

仲
間
づ
く
り
…　

市
の
学
校
職

員
会
の
「
人
権
同
和
教
育
委
員

会
」
が
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し

て
い
る
。
新
任
教
員
の
先
生
方

を
対
象
に
研
修
会
、
夏
季
休
業

中
に
は
、
人
権
同
和
教
育
市
内

廻
り
を
行
い
、
先
生
方
に
積
極

的
に
、
意
欲
的
に
多
く
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
学
校
を

超
え
た
仲
間
づ
く
り
の
始
ま
り

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
○
学
校
で
の
仲
間
づ
く
り
…

８
０
０
名
を
超
え
る
生
徒
、
60

名
を
超
え
る
先
生
が
い
ま
す
。

全
職
員
が
心
一
つ
に
し
て
同
和

教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
全
員

が
「
部
落
差
別
を
解
消
す
る
た

め
に
、
自
ら
行
動
す
る
」
と
い

う
意
識
を
持
っ
て
活
動
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
人
権
同
和
教
育
通
信
「
み

ん
な
で
幸
せ
を
」
を
発
行
し
、

授
業
の
様
子
、
意
見
、
感
想
な

ど
紹
介
し
、
共
通
意
識
を
も
て

る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
行

政
や
学
校
、
協
議
会
、
子
ど
も

会
が
一
体
と
な
っ
て
、
組
織
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
計
画
的

に
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
に
も

つ
な
が
っ
て
行
き
ま
す
。

　

２
日
間
を
通
し
て
有
意
義
な

大
会
に
参
加
し
て
大
変
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
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船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

郡
家
隣
保
館

村
崎
太
郎
＋
栗
原
美
和
子
著

「
橋
は
か
か
る
」
を
お
勧
め
し

ま

す
。

「
反
省
」

「
反
省

は
猿
で

も
で
き
る
」
反
省
の
ポ
ー
ズ
で

全
国
的
な
人
気
者
と
な
っ
た
猿

ま
わ
し
の
太
郎
と
次
郎
の
太
郎

さ
ん
が
多
く
の
こ
と
を
経
験

し
、
挫
折
し
て
こ
の
世
か
ら
去

ろ
う
と
し
て
い
た
。こ
の
時
に
、

栗
原
さ
ん
と
出
会
い
心
の
中
の

う
め
き
を
暴
露
し
、
お
互
い
に

考
え
、
悩
み
、
そ
の
中
で
見
出

し
た
進
む
べ
き
道
を
つ
づ
っ
た

本
で
す
。
読
者
の
皆
様
の
感
想

を
掲
載
し
ま
す
。

◆
「
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
愛
が
み
ん
な
に
届
き

ま
す
よ
う
に
」
21
歳
・
学
生

◆
「
一
気
に
読
了
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
村
崎
さ
ん
、
栗
原
さ

ん
『
二
人
の
本
で
す
』
で
あ
る

と
共
に
、『
私
た
ち
の
本
』
だ

と
思
い
ま
す
。
す
べ
て
の
世
代

の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
本
で

す
」
48
歳
・
公
務
員

◆
「
心
の
痛
み
を
抱
え
て
い
な

い
人
な
ん
て
い
な
い
と
思
い
ま

す
。
み
ん
な
、
そ
れ
に
気
づ
こ

う
と
し
な
い
だ
け
。村
崎
さ
ん
・

栗
原
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
勇
気
を

も
っ
て
自
分
の
心
の
痛
み
と
向

き
合
い
、
乗
り
越
え
ら
れ
た
。

本
当
に
素
晴
ら
し
い
」
47
歳
・

主
婦

◆
「
素
晴
ら
し
い
内
容
で
す
。

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。悲
し
み
、

怒
り
を
突
き
抜
け
た
希
望
と
感

動
が
あ
り
ま
し
た
」
58
歳
・
区

議
会
議
員

◆
「
読
ん
で
！
と
何
人
に
も
勧

め
ま
し
た
」
36
歳
・
主
婦

◆
「
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
ヒ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
し
た
」

会
社
員

◆
「
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
こ

ん
な
に
冷
た
い
差
別
が
消
え
る

こ
と
な
く
世
の
中
に
存
在
し
て

い
る
な
ん
て
」
33
歳
・
会
社
員

　

栗
原
さ
ん
は
「
太
郎
が
恋
す

る
頃
ま
で
に
は
…
」
を
、
村
崎

さ
ん
は「
ボ
ロ
を
着
た
王
子
様
」

を
発
行
し
、
こ
の
本
が
３
冊
目

に
な
り
ま
す
。

　

被
差
別
部
落
出
身
で
あ
る
こ

と
を
公
表
し
た
村
崎
太
郎
。
ご

く
一
般
的
な
家
庭
に
育
っ
た
栗

原
美
和
子
。
悪
戦
苦
闘
の
３
年

間
。
少
し
ず
つ
み
え
て
き
た
希

望
の
橋
。
き
っ
と
橋
は
か
か
る
。

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
に
！

　

現
在
、
村
崎
さ
ん
は
日
本
各

地
の
農
家
や
漁
村
、限
界
集
落
、

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
や
原
爆
被

爆
者
の
ご
家
族
を
訪
ね
、
共
に

語
り
合
う
「
出
会
い
の
旅
を
」

続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
是
非
ご
講
読
を
頂

き
、
日
本
中
に
橋
を
架
け
る
よ

う
自
分
に
出
来
る
こ
と
、
生
き

て
き
て
よ
か
っ
た
と
い
う
世
の

中
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
の
図
書
も
本

を
探
し
や
す
い
よ
う
に
「
あ
い

う
え
お
順
」
に
並
べ
替
え
ま
し

た
。

こ

こ
に
紹

介
を
し

た
本
も

そ
ろ
え

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
読
ん
で

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

と　き　 ３月10日（土）　午後１時30分～

ところ　 郡家隣保館

講　師    泉佐野市職員同和問題研究会元会長　

　　　　 　　北谷　隆二（きたたにりゅうじ）さん

演　題　 「差別をなくする主人公はあなた」
　　　　　～聴いてほしいこと、考えてほしいこと～

　1956年生まれ。1974年泉佐野市へ就職。1998年から部落解放同盟大阪府連樫井支部、
人権教宣部長を務める。2003年から2010年「リバティおおさか」でボランティアガイ
ドを歴任する。

　★☆★ 町民皆様の参加をお待ちしています。★☆★
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原
木
し
い
た
け
に
挑
戦

講
座
生
徒
募
集

船岡公民館 郡家公民館
⑰

　

安
部
地
区
公
民
館
で
12
月
13
日
（
火
）

19
人
が
キ
ム
チ
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
指
導
は
浦
林
道
子
さ
ん
（
下
野
）。

キ
ム
チ
味
液
と
昆
布
を
購
入
し
た
以
外

は
、
す
べ
て
自
家
栽
培
の
白
菜
・
ダ
イ
コ

ン
・
ニ
ン
ジ
ン
・
ネ
ギ
・
ニ
ン
ニ
ク
・
シ
ョ

ウ
ガ
・
梨
・
リ
ン
ゴ
を
使
い
、
空
気
が
入

ら
な
い
よ
う
に
桶
に
漬
け
ま
し
た
。

　

参
加
の
み
な
さ
ん
は
「
わ
が
家
の
キ
ム

チ
で
、
正
月
の
食
欲
が
進
む
」「
親
戚
や

友
人
に
差
し
上
げ
よ
う
」
と
、
に
こ
や
か

に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

★
２
月
12
日
（
日
）

　
　

      

10
：
00
～
10
：
25

◎
プ
ー
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

　

「
ふ
し
ぎ
な
も
り
の
じ
け
ん
」

　
　

      

10
：
25
～
11
：
40

◎
劇
場
版　

忍
た
ま
乱
太
郎

「
忍
術
学
園　

全
員
出
動
！
の
段
」

わ
が
家
の
キ
ム
チ
作
り

　
　
　
安
部
地
区
公
民
館

 

開
催
日 　

２
月
26
日
（
日
）

 
時
　
　
間 　

午
前
10
時
～
12
時

 
場
　
　
所 　

八
東
公
民
館　

講
堂

 
講
　
　
師 　

八
頭
地
区
椎
茸
生
産
振
興
会

　
　
　
　
　
  

会
長　

前
田
一
男　

氏

 

参
加
費 　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

  
（
原
木
２
本
分
と
菌
代
）

 

定
　
　
員 　

20
名

 

持
ち
物 　

軍
手
・
か
な
づ
ち
か
木
づ
ち

　
　
　
　
　

  

（
あ
れ
ば
お
持
ち
下
さ
い
）

 

申
込
期
限 　

２
月
15
日
（
水
）

 

申
込
先 　
八
東
公
民
館
（
84

－

３
０
０
１
）

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

キムチ漬けに励む人たち

　皆さん、こんにちは私達のグループは日本舞踊趣味の
会「日本舞踊ふなおか教室」です。４月に募集をしたと
ころ、子ども３人、大人７人集まりました。５月からお稽
古が始まり、みなさん忙しい中１時間ほど、いい汗をかき
心身のリフレッシュをしています。
　10月30日に船岡公民館の文化祭に参加し、子どもも大
人もそれぞれ２曲踊り観客のみなさんに楽しんでいただ
きました。踊ってみたいと思われた方は、一度体験して
みてはいかがでしょう！◎お稽古場所：船岡公民館２階
畳の部屋　◎練習日時：毎月第１・第３日曜日子ども18
時～、大人19時30分～　◎準備品：ゆかた、帯、白足
袋、汗拭き。　◎おたずねの方は、お世話係清水民子72-
1067・連絡先小嶋美容室72-0097　◎指導者は、若柳景
夕先生です。

　尺八は不思議な楽器です。たった一音発するだけで音
楽になる楽器は、世界広しといえども尺八ぐらいのもの
でしょう。聞けば尺八の倍音は、フルオーケストラのサ
ウンドに匹敵するほど複雑な要素で構成されているとい
います。そこから生み出される、何とも言われない音色
が、尺八の最大の魅力なのではないでしょうか。
　私たち同好会は、この音色に魅了され、竹筒に息を吹
き込むだけの単純な楽器がもつ、多彩な表現力の可能性
を追求しております。
　会員募集中、経験・年齢・性別不問、尺八をお持ちで
ない方はお貸ししますので、気楽にのぞいてください。

日本舞踊ふなおか教室 八頭尺八同好会（都山流）

こどもシアター
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　こどもシアター

★
２
月
18
日
（
土
）　

　
      

10
：
00
～
12
：
00 

◎
一
休
さ
ん

「
だ
ん
ご
と
お
か
し
な
手
紙
」

◎
忍
た
ま
乱
太
郎

「
忍
術
学
園
全
員
出
動
！
の
段
」

　
　

み
ん
な
見
に
来
て
ね
。

　

12
月
17
日
（
土
）
に
、
子
ど
も
お
も
し

ろ
体
験
事
業
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ

く
り
を
郡
家
公
民
館
に
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
自
分
だ
け
の
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー

キ
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
、
小
さ

な
カ
ッ
プ
で
ケ
ー
キ
を
焼
き
、
参
加
者
そ

れ
ぞ
れ
が
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
の
個
性
的
な
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
が
で
き
あ
が
り
、
見
比
べ
な
が
ら

み
ん
な
で
お
い
し
く
試
食
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

づ
く
り
に
挑
戦

 

日
時 　

２
月
25
日(

土)　

　
　

  　

14

：

00
～
16

：

00

 

会
場 　

郡
家
公
民
館

 

講
師 　

関　

み
ど
り
さ
ん

 

会
費 　

５
０
０
円

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
郡
家
公
民
館

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
定
員
15
名
）

本
年
度
最
後
の

「
女
性
教
養
講
座
」

「
男
の
料
理
教
室
」
開
催

し
め
縄
作
り

し
め
縄
づ
く
り
開
催

　

12
月
24
日
（
土
）
に
、
郡
家
公
民
館
で

生
涯
学
習
講
座
「
し
め
縄
づ
く
り
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
集
ま
り
、
玄
関
用
し

め
縄
飾
り
や
神
棚
飾
り
、
メ
ガ
ネ
飾
り
な

ど
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
協
力
し
な
が
ら
作
業
を

行
い
、
最
後
は
見
事
な
し
め
縄
が
で
き

あ
が
り
ま
し
た
。

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
づ
く
り

　

洋
ラ
ン
展

 

日
時 　

３
月
17
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

 

会
場 　

郡
家
公
民
館

　

洋
ラ
ン
の
育
て
方

 

日
時 　

３
月
17
日(
土)

　
　
　

  

９

：

30
～
11

：

30

 

会
場 　

郡
家
公
民
館

 

講
師 　

國
本　

厚
さ
ん

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
郡
家
公
民
館

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
洋
ラ
ン
展
」
と

「
洋
ラ
ン
の
育
て
方
」

★
２
月
12
日
（
日
）

　
　

      

10
：
00
～
11
：
50

◎
映
画
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん

「
嵐
を
呼
ぶ
黄
金
の
ス
パ
イ
大
作
戦
」

　

今
回
は
し
ん
の
す
け
が
ス
パ
イ
に

な
り
ま
す
。

こどもシアター

しめ縄づくり

　
「
女
性
教
養
講
座
」

を
12
月
３
日
（
土
）、

ピ
ザ
パ
ン
と
生
地
の

作
り
方
を
実
習
し
ま

し
た
。

　

10
日
（
土
）、「
男

の
料
理
教
室
」
で
は
、

女性教養講座男の料理教室

鶏
肉
の
ウ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
風
味
焼
き
・
野

菜
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
・
フ
ラ
イ
パ
ン
大
学
芋
・

み
ぞ
れ
汁
・
わ
か
め
と
じ
ゃ
こ
の
混
ぜ
ご

飯
を
炊
き
講
師
と
受
講
生
で
試
食
を
し
ま

し
た
。

　

各
種
講
座
事
業
に
積
極
的
に
参
加
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
後
も
受
講
者

の
皆
様
が
、
気
軽
に

参
加
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

済
美
地
区
公
民
館
（
船
岡
殿
・
水
口
・

塩
上
）
で
は
、
12
月
17
日
（
土
）、
恒
例

の
し
め
縄
作
り
講
習
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
15
名
が
集
ま
り
、
講
師
に
は
山

本
聰
さ
ん
（
水
口
・
元
館
長
）
と
高
齢
な

が
ら
元
気
で
活
躍
を
し
て
お
ら
れ
る
村
田

正
治
さ
ん
（
船
岡
殿
・
和
田
）
を
迎
え
て
、

え
び
飾
り
・
七
五
三
飾
り
、
蓑
組
飾
り
、

め
が
ね
飾
り
な
ど
を
、
い
わ
れ
を
交
え
て

教
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
な
飾
り
を
作

り
、
楽
し
い
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

し
め
縄
作
り
講
習
会
実
施

　
　
　（
済
美
地
区
公
民
館
）
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郡家図書館
　１　徒然草ＲＥＭＩＸ� 　酒井　順子
　２　平清盛　前編　
　３　大人の流儀　続� 伊集院　静
　４　ダーティ・ママ！� 秦　建日子
　５　願の糸　立場茶屋おりき⑨� 今井絵美子
　６　藤井旭の天文年鑑� 藤井　　旭

船岡図書室
　１　かなたの子� 角田　光代
　２　困ってるひと� 大野　更紗
　３　伝える力２� 池上　　彰
　４　勾留百二十日� 大坪　弘道
　５　奇縁まんだら　終り� 瀬戸内寂聴
　６　光と闇の旅人１・２� あさのあつこ

八東図書室

２月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書室 八東図書室

日にち
時　間

２月18日（土）
10:30 ～ 11:00
15:30 ～ 16:00

２月22日（水）
16:00 ～ 16:30

２月12日（日）
15:00 ～ 16:00
２月29日（水）
16:00 ～ 16:30

　１　現代用語の基礎知識　2012年版
　２　１日１分元気になる法則� 福島　正伸
　３　夢をかなえる。� 澤　　穂希
　４　大学生のための「社会常識」講座� 松野　　弘
　５　暴れ旗本御用切り　２　龍雲の群れ� 井川香四郎
　６　どこからも彼方にある国� アーシュラK. ル =グウィン

　おしゃれな布製の文庫本カバーを手作りして

みませんか。

 日　　時 　２月12日（日）午後２時～４時

 場　　所 　船岡公民館　２階和室

 募集人数 　６名程度

 参加対象 　中学生以上程度

　　　　　　(ミシン・アイロン使用)

 参 加 費 　材料費200円

　　　　　　（当日ご持参ください）

 持 ち 物 　裁縫道具、文庫本１冊

 申込締切 　２月８日（水）

 申込方法 　各館図書館・室のカウンターまで。

　　　　　　（電話・ＦＡＸでの申込可）

布でつくるブックカバー教室

手作りカード＆おはなし会
　バレンタインデーに向けて、手作りのミニカー

ドをつくってみませんか？

 日　時 　２月12日（日）

　　　　  午後３時～４時

 場　所 　八東図書室　

　　　　  ２階　婦人研修室

どなたでも参加できます。

 日　時 　２月18日（土）

　　　　  午前10時30分～ 11時

 場　所 　郡家図書館　２階

　　　　  おはなしのへや

＊絵本の読み聞かせのあとに、

　おひなさまを作ります。

＊申込不要・参加費無料

おひなさまおはなし会
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本
年
度
後
半
の
各
大
会
も
多

く
の
皆
さ
ま
に
参
加
い
た
だ
き

無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

熱
の
入
っ
た
応
援
で
接
戦
も

多
く
ま
た
、
参
加
者
並
び
に
応

援
の
方
々
の
親
睦
も
図
ら
れ
和

気
あ
い
あ
い
穏
や
か
な
雰
囲
気

で
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
・
応
援
の
皆
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年

度
も
、
積
極
的
に
参
加
い
た
だ

き
、
町
民
の
方
の
親
睦
と
大
会

を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
か
ら
12
月
ま
で
に
行
わ

れ
た
各
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

八
頭
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
７
月
10
日　

郡
家
体
育
館
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

八
東
10
組

準
優
勝　

船
岡
殿

第
３
位　

水　

口

第
３
位　

八
東
桜
ケ
丘

最
優
秀
選
手　

小
林
慶
之
（
八
東
10
組
）

【
女
子
の
部
】

優　

勝　

八
東
８
組

準
優
勝　

八
東
６
組

最
優
秀
選
手　

西
尾
佳
小
里
（
八
東
８
組
）

八
頭
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

（
７
月
17
日　

八
東
総
合
運
動
公
園
）

優　

勝　

郡
家
南
ヶ
丘

準
優
勝　

八
東
Ｓ
Ｔ

第
３
位　

上
大
坪

八
頭
町
野
球
大
会

【
地
域
対
抗
壮
年
の
部
】

（
８
月
３
日
～　

郡
家
野
球
場
）

優　

勝　

郡
家
地
域
選
抜

優　

勝　

八
東
地
域
選
抜

優　

勝　

船
岡
地
域
選
抜

　

※　

同
率
に
よ
り

地
域
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
郡
家
地
域
大
会
】

（
９
月
11
日　

郡
家
ド
ー
ム
）

優　

勝　

私
都
チ
ー
ム

第
２
位　

大
門
チ
ー
ム

第
３
位　

郡
家
チ
ー
ム

【
船
岡
地
域
大
会
】

（
９
月
18
日　

船
岡
室
内
広
場
）

優　

勝　

Ａ
（
坂
田
）
チ
ー
ム

第
２
位　

Ｃ
（
坂
町
）
チ
ー
ム

第
３
位　

Ｂ
（
下
町
）
チ
ー
ム

【
八
東
地
域
大
会
】

（
９
月
６
日　

八
東
総
合
運
動
公
園
）

優　

勝　

徳
丸
チ
ー
ム

第
２
位　

安
井
チ
ー
ム

第
３
位　

北
山
チ
ー
ム

第
５
回
八
頭
町
ペ
タ
ン
ク
大
会

（
10
月
16
日　

安
部
小
学
校
校
庭
）

優　

勝　

奥
谷
＋
１

第
２
位　

私
都
ク
ラ
ブ

第
３
位　

ド
ミ
ー
ル
Ａ

第
７
回
八
頭
町

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
11
月
６
日　

郡
家
体
育
館
）

【
男
子
の
部
】

優　

勝　

３
０
０
，S

第
２
位　

船
岡
第
３
ブ
ロ
ッ
ク

第
３
位　

大
江

第
３
位　

若
葉

第
６
回
八
頭
町

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
11
月
12
日　

八
東
総
合
運
動
公
園
）

優　

勝　

郡
家
Ａ
チ
ー
ム

第
２
位　

船
岡
Ａ
チ
ー
ム

第
３
位　

八
東
Ａ
チ
ー
ム

第
７
回
八
頭
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

（
11
月
27
日　

中
央
中
・
郡
家

体
育
館
）

【
Ａ
リ
ー
グ
】

優　

勝　

南
ヶ
丘
Ａ

第
２
位　

船　

岡

第
３
位　

国
中
１
区

【
Ｂ
リ
ー
グ
】

優　

勝　

上
津
黒

第
２
位　

下
門
尾
Ａ

第
３
位　

郡
家
西
区

【
Ｃ
リ
ー
グ
】

優　

勝　

南
ヶ
丘
Ｂ

第
２
位　

八
東
９
組

第
３
位　

久
能
寺
Ａ

【
Ｄ
リ
ー
グ
】

優　

勝　

堀　

越

第
２
位　

南
ヶ
丘
Ｃ

第
３
位　

池　

田

第
１
回
八
頭
町

駅
伝
競
走
大
会
（
花
原
杯
）

　

(

11
月
20
日　

船
岡
地
域
）

優　

勝　

こ
お
げ

第
２
位　

丹
比
地
区
公
民
館

第
３
位　

隼　

福

第
１
区　

中
村
知
弘
（
丹
比
地
区
）

第
２
区　

田
住
友
哉（
こ
お
げ
）

第
３
区　

竹
内　

開（
こ
お
げ
）

第
４
区　

西
村
省
一（
こ
お
げ
）

第
５
区　

澤
谷
真
生（
こ
お
げ
）

第
６
区　

下
石
智
也（
こ
お
げ
）

八
頭
町
卓
球
大
会

（
12
月
11
日　

郡
家
体
育
館
）

【
Ａ
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

稲　

荷

第
２
位　

奥　

谷

第
３
位　

市
場
Ａ

【
Ｂ
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

久
能
寺
Ａ

第
２
位　

堀　

越

第
３
位　

ド
ミ
ー
ル
郡
家

【
Ｃ
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

宮　

谷

第
２
位　

郡
家
中
区
Ａ

第
３
位　

市
場
Ｂ

【
Ｄ
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

さ
く
ら
台
Ａ

第
２
位　

郡
家
中
区
Ｂ

第
３
位　

落
岩
Ｂ

【
Ｅ
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

新
興
寺
・
小
別
府

第
２
位　

さ
く
ら
台
Ｂ

第
３
位　

久
能
寺
Ｂ

【
Ｆ
グ
ル
ー
プ
】

優　

勝　

船
岡
イ
ン
パ
ク
ト

第
２
位　

池　

田

八頭町体育協会八頭町体育協会
各種大会結果
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　男女共同参画センター「かがやき」では、乳幼

児を持つ母親同士の交流の場として母親サロンを

開設していますが、このたび、お母さん方からの

要望により、「子どもたちに読んでほしい絵本」

を 136 冊購入しました。

　今回購入した絵本は、「絵本を楽しもう」をテー

マに活動されている鳥取愛真幼稚園園長の伊達季

代子先生から推奨いただいた絵本です。

　乳幼児から小学校低学年までを対象とした絵本

が取り揃えてありますので、皆さんどんどんご利

用ください。

絵 本 リ ス ト
あおい目のこねこ くまのコールテンくん どろだんご

アンガスとあひる くまのビーディーくん どろんこハリー

アンガスとねこ ぐりとぐら とんことり

いたずらきかんしゃちゅちゅう ぐりとぐらのえんそく なーんだなんだ

いたずらこねこ ぐりとぐらのおきゃくさま ねずみじょうど

いちご ぐるんぱのようちえん のはらうた①

１歳からのうさこちゃ
んの絵本　４冊セット

くろねこかあさん のろまなローラー

くわずにょうぼう はじめてのおつかい

いっすんぼうし くんちゃんのだいりょこう はじめてのキャンプ

いないいないばあ げんきなマドレーヌ はたらきもののじょせ
つしゃけいてぃーいぬがいっぱい けんたうさぎ

いやいやえん ごきげんならいおん はっぱのおうち

うまかたやまんば こぎつねコンチ はなをくんくん

エルマーのぼうけん3冊セット こぎつねコンとこだぬきポン はははのはなし

王さまと九人のきょうだい こぐまのくまくん はらぺこあおむし

おおかみと七ひきのこやぎ ことばあそびうた はるにれ

おおきなおおきなおいも こりゃまてまて 番ねずみのヤカちゃん

おおきなかぶ こんとあき ひとまねこざる

おかあさんだいすき こんにちはどうぶつたち 100まんびきのねこ

おしいれのぼうけん ３びきのくま ふしぎなたけのこ

おだんごぱん 三びきのやぎのがちがちどん ふゆめがっしょうだん

おでかけのまえに さんまいのおふだ ブレーメンのおんがくたい

おなら しずかなおはなし ペツェッティーノ
―じぶんをみつけた
ぶぶんひんのはなしおにぎり しずくのぼうけん

おひさまあはは したきりすずめ ぼくだんごむし

おふろだいすき しっぽのはたらき ぼくのくれよん

おやすみなさいフランシス じめんのうえとじめんのした ほね

およぐ しょうぼうじどうしゃじぷた またもりへ

かいじゅうたちのいるところ しろいうさぎとくろいうさぎ まめ

かおかおどんなかお しろくまちゃんのほっとけーき めのまどあけろ

かさじぞう しんせつなともだち もうおきるかな

がたんごとんがたんごとん スイミー もぐらとずぼん

かちかちやま ずかん・じどうしゃ もけらもけら

かばくん そらいろのたね もこもこもこ

かもさんおとおり だいくとおにろく もりのなか

かわ たんたんのたんけん もりのへなそうる

きかんしゃやえもん たんたんぼうや やさい

きたきたうずまき ちいさいおうち やさいのおなか

きょうはなんのひ？ ちいさなねこ やさいのせなか

きょだいなきょだいな ちなはなし ゆうかんなアイリーン

きんぎょがにげた ちゅっちゅっ よあけ

くだもの つるにょうぼう ラチとらいおん

くだものなんだ ティッチ
ロバのシルベスター
とまほうの小石くつくつあるけのほ

ん４冊セット でてこいでてこい

くっついた てんてんてん わたし

くまの子ウーフの童
話集　３冊セット

とこちゃんはどこ わたしとあそんで

とってください わたしのワンピース

「子どもたちに
　読んでほしい絵本」　
　　　　の貸出をしています
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子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
大
好
き

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
大
好
き

　

子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
て
様
々
な

こ
と
に
挑
戦
し
、
心
も
体
も
成
長
し
て
い

く
姿
に
日
々
喜
び
を
感
じ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
持
っ
て
い
る
力
を
十
分

に
発
揮
し
、
無
限
の
可
能
性
を
開
き
、
夢

や
希
望
を
持
っ
て
、
毎
日
を
楽
し
く
安
全

に
過
ご
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
へ
の
願
い
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
守

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
も
、
一
人
の
人
間
と
し
て
基
本

的
人
権
が
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

身
体
的
、
精
神
的
に
未
熟
で
あ
る
た
め
、

大
人
か
ら
発
達
を
支
援
、
援
助
さ
れ
る
な

ど
特
別
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

皆
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
を

ご
存
じ
で
す
か
。

　

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、
世
界
中

の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う

に
と
の
願
い
を
込
め
て
、１
９
８
９
年（
平

成
元
年
）
に
国
際
連
合
の
総
会
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
世
界
１
９
３
の
国
と
地
域
が
こ

の
条
約
を
守
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
ま

す
。
日
本
も
こ
の
条
約
に
よ
り
、
子
ど
も

の
生
活
や
生
命
、
豊
か
な
成
長
を
守
る
こ

と
を
世
界
に
向
け
て
約
束
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、
子

ど
も
の
権
利
を
大
き
く
「
生
き
る
権
利
」

「
育
つ
権
利
」「
守
ら
れ
る
権
利
」「
参
加

す
る
権
利
」
の
４
つ
に
分
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
に
と
っ
て
何
が
一
番
い

い
こ
と
な
の
か
を
子
ど
も
と
共
に
考
え
、

そ
の
権
利
を
最
大
限
に
尊
重
し
よ
う
と
う

た
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
、
世
界
に
は

貧
困
や
飢
え
、
戦
争
な
ど
に
苦
し
む
子
ど

も
や
、
苛
酷
な
労
働
、
虐
待
、
人
身
売
買

て
も
大
切
で
あ
り
、
お
互
い
が
連
携
・
協

力
し
な
が
ら
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

子
ど
も
を
単
に
保
護
や
指
導
の
対
象
と

し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り

個
性
を
持
っ
た
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と

し
て
、
思
い
や
り
や
い
た
わ
り
を
育
む
環

境
、
子
ど
も
が
社
会
に
参
加
で
き
る
環
境

を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

子
ど
も
は
「
社
会
の
宝
」
で
す
。
子
育

て
の
当
事
者
だ
け
が
関
わ
る
の
で
は
な

く
、
地
域
社
会
全
体
で
育
み
・
見
守
っ
て

い
く
社
会
に
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
が
私

た
ち
大
人
の
責
任
で
す
。

人
権
教
育
推
進
員　

森
下　

孝
子

な
ど
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
い
じ
め
、
虐
待
、

暴
力
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く

環
境
は
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
に

よ
り
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
や
、
児

童
買
春
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長

過
程
に
お
い
て
多
く
の
問
題
が

生
じ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
安

心
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
な
ど
、

社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
が
と

生きる権利
防げる病気などで命を
奪われないこと。病気
やけがをしたら治
療をうけられ
ること。

参加する権利
自由に意見をあら

わしたり、集まってグ
ループをつくったり、自
由な活動をおこなったりで
きること。

育つ権利
教育を受け、休
んだり遊んだりで
きること。考えや
信じることの自由

が守られ、自分ら
しく育つことが
できること。

守られる権利
あらゆる種類の虐待

や搾取などから守ら
れること。障がいのあ
る子どもや少数民族
の子どもはとくに守
られること。

子どもの権利子どもの権利
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『労働セミナー』開催

鳥取県の最低賃金

この最低賃金は、最低賃金法に基づいて決

定されたものです。

鳥 取 県 最 低 賃 金

1時間646円 発効年月日：平成23年10月29日

特定（産業別）最低賃金

詳細は、鳥取労働基準監督署緯0857-24-3211、
鳥取労働局労働基準部賃金室緯0857-29-1705へ

発効年月日：
平成24年1月27日１時間

735円

鳥取県電子部品・デバ
イス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械
器具製造業最低賃金

発効年月日：
平成24年2月9日

１時間
695円

鳥取県各種商品小売
業最低賃金

八
頭
町
観
光
マ
イ
ス
タ
ー

新

誠

伊
勢
ヶ
平

い

せ

が

な
る

伊
勢
ヶ
平
と
言
え
ば
、
小
学
生
の
頃
に
よ
く

遠
足
で
行
っ
た
記
憶
の
あ
る
方
が
多
い
こ
と

と
思
い
ま
す
。
す
り
鉢
状
の
伊
勢
ヶ
平
で
お

弁
当
を
食
べ
る
の
は
格
別
で
す
。

そ
の
伊
勢
ヶ
平
も
久
し
ぶ
り
に
訪
ね
て
み

る
と
、
草
茫
々
で
し
た
。
最
近
は
、
下
刈
り
が

く
さ
ぼ
う
ぼ
う

し
て
あ
り
ま
し
て
、
春
の
う
ち
な
ら
歩
け
ま

す
。
で
も
、
夏
に
な
る
と
道
が
わ
か
ら
な
い
ほ

ど
草
が
は
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

八
頭
町
の
慈
住
寺
記
録
や
城
光
寺
縁
起
に

よ
れ
ば
、
昔
、
天
照
大
神
が
こ
の
山
に
降
り
て

来
ら
れ
て
仮
の
宮
を
探
し
て
お
ら
れ
た
時
に
、

一
匹
の
白
兎
が
あ
ら
わ
れ
て
神
様
を
こ
の
地

ま
で
道
案
内
を
し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
故
事

に
因
ん
で
「
伊
勢
ヶ
平
」
と
い
う
地
名
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

懐
か
し
い

伊
勢
ヶ
平
の

皇
居
石
や
袖

掛
石
を
通
し

て
、
神
代
の

故
事
に
思
い

を
馳
せ
て
み

て
は
い
か
が

で

し

ょ

う

か
。

町町町町町町町町町町町町町町町町
内内内内内内内内内内内内内内内内
のののののののののののののののの
観観観観観観観観観観観観観観観観
光光光光光光光光光光光光光光光光
地地地地地地地地地地地地地地地地
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介

町
内
の
観
光
地
紹
介

⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰⑰

年末に大量離職者があり、雇用情勢もます

ます悪化すると懸念され、今後労使間トラブ

ルも増すのではないかと予想されます。

基本的な労働関係法令等の学習機会を提供

し、労働者・経営者間の紛争を未然に防止する

ことを目的に労働セミナーを開催します。

内 容 トラブル事例の紹介と働くときの

注意点、労働条件通知書と求人内容、社会保

険等の加入要件など

日 時 ３月８日（木）10：00～11：30

場 所 鳥取県労働会館（鳥取市天神町30-5）

＊参加費 無 料

＊対象者 どなたでも参加可能

（雇用保険の失業給付を受給中の方は、

求職活動実績のポイントになります。）

＊資料準備のため、申込が必要（当日参加も可）

＊申込・お問合せ先

鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」

鳥取市天神町30-5 鳥取県労働会館２階

緯0120－451－783 緯0857－25－3000

叙 位 叙 勲 受 章
叙 位 従六位
叙 勲 旭日双光章

故・古田豊氏（隼福）
去る8月30日にご逝去された古田豊氏は、

連続６期24年間の永きに渡り船岡町議会議

員として在職され、その間議会副議長を務め

られるなど、住民福祉の向上や地域産業の振

興にご尽力され、町政の進展に多大な貢献を

されました。

この度、その功績を認められ、「従六位」と

「旭日双光章」を受章されました。

謹んで、ご冥福をお祈りいたします。

定例農業委員会の開催について
開 催 日 ２月９日（木）午後１時30分～

開催場所 八頭町役場八東支所 第1会議室

提出先・問合わせ先
八 東 支 所 農業委員会事務局 緯84－1227

八頭町役場 産業観光課 緯76－0208

船 岡 支 所 産業建設課 緯72－3973

申請書は、毎月25日までに提出してくださ

い。翌月の定例農業委員会で審議します。

伊伊勢ヶ伊勢ヶ平平
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ケーブルテレビでやずチャンネル
（11CH）をご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ＣＨ）を視聴中に、テレ

ビリモコンの“ｄ（データ）”ボタンを押すとデー

タ放送が受信でき、「新着情報」や「防災行政無

線の放送内容」などが

ご覧いただけます。

八頭町農地賃借料情報

平成23年１月から12月までに締結（公告）

された農地の賃貸借、使用貸借について、農

地法第52条に基づき下記のとおり情報の提

供を行いますので、農地の賃借料の決定の参

考にしてください。

八頭町農業委員会

ACTVやずチャンネル2月放送予定
番 組時 間

ケーブル屋お取り寄せ便6：00
６時 「健康体操」6：30

まちづくりフォーラム6：45
大御門保育所 生活発表会7：00

７時
花御所柿祭り7：15
男の料理教室「男塾」7：30
丹比保育所 雪遊び7：45
八東保育所 エコレンジャー8：00

８時
まちづくりフォーラム8：15
花御所柿祭り8：30
八頭町成人式8：45
丹比保育所 雪まつり9：00

９時
旧作歴史街道「小野小町ゆかりの地」9：15
高齢者大学 閉講式9：30
サイエンス番組…空から見た日本9：45
八東保育所 エコレンジャー10：00

10時
男の料理教室「男塾」10：15
八頭町成人式10：30
大御門保育所 生活発表会10：45
高齢者大学 閉講式11：00

11時 八東保育所 エコレンジャー11：15
サイエンス番組…安全安心の科学11：30
サイエンス番組…サイエンスフロンティア12：00

12時
ケーブル屋お取り寄せ便12：30
サイエンス番組…極限のクルマ技術13：00

13時 男の料理教室「男塾」13：30
サイエンス番組…怖いけど知りたい体の話13：45
歴史街道「わたしたちの街の歴史と文化」14：00

14時 関西三関王14：15
ケーブル屋お取り寄せ便14：30
まちづくりフォーラム15：00

15時
花御所柿祭り15：15
高齢者大学 閉講式15：30
丹比保育所 雪遊び15：45
サイエンス番組…極限のクルマ技術16：00

16時
サイエンス番組…サイエンスフロンティア16：30
サイエンス番組…安全安心の科学17：00

17時
ケーブル屋お取り寄せ便17：30
八頭町成人式18：00

18時
大御門保育所 生活発表会18：15
「健康体操」18：30
サイエンス番組…怖いけど知りたい体の話18：45
まちづくりフォーラム19：00

19時
花御所柿祭り19：15
八頭町成人式19：30
八東保育所 エコレンジャー19：45
大御門保育所 生活発表会20：00

20時
男の料理教室「男塾」20：15
丹比保育所 雪遊び20：30
高齢者大学 閉講式20：45

八頭町部落解放研究集会21：0021時

22時
ケーブル屋お取り寄せ便22：30
サイエンス番組…空から見た日本23：00

23時
歴史街道「わたしたちの街の歴史と文化」23：15
関西三関王23：30
放送終了23：45

・内容は、随時更新されます。ご了承ください。
・最新の内容は、テレビの電子番組表（テレビリモコ
ンの「番組表」ボタンを押す）をご覧ください。

ケーブルテレビに関する問い合わせは、

全関西ケーブルテレビジョン

緯0120－968－138へ。

１.データ数は、集計に用いた筆毎の契約数。

２.金額は、算出結果を四捨五入し100円単位。

３.使用貸借とは農地を無償で借りて使用するこ

と。

※詳しくは、農業委員会事務局（緯84－1227）へ

お尋ねください。

使用貸借賃貸借

地域名 データ数
(件)

データ数
(件)

最低額
（円）

最高額
（円）

平均額
(円)

761,14850012,3007,200郡家地域
223601,60013,6004,500船岡地域
671062,00016,0008,500八東地域
1651,6146,700八頭町平均

(年間10ａ当り）田の部
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まで

有

料

広

告

平成23年４月の森林法改正により、平成24年４月以降、森林の土地の所有者と

なった方は市町村長への事後届出が義務付けられました。

添付書類として、登記事項証明書（写しも

可）、または土地売買契約書あるいは土地の権

利書など権利を取得したことがわかる書類の写

し、土地の位置を示す図面が必要です。

【Ｑ４ 届出を出さないとどうなるのですか？】
森林の土地の所有者届出をしない、または虚

偽の届出をしたときは、10万円以下の過料が課

せられることがあります。

【Ｑ５ そのほか注意することはありますか？】
森林所有者となった方は、立木の伐採を行う

場合は、市町村長に伐採及び伐採後の造林の事

前届出、１haを超える林地開発を行う場合は知

事の許可が必要です。

保安林では、立木の伐採等及び土地の形質の

変更について知事の許可が必要です。

※詳しくは、役場産業観光課（緯76－0208）ま

たは鳥取県八頭総合事務所林業振興課（72－

3830）までお問い合わせください。

～～～森林の土地を取得したとき届出が必要です森林の土地を取得したとき届出が必要です～～
新しい制度が平成24年４月から始まります

【Ｑ１ どのような場合に届出が必要ですか？】
個人・法人を問わず、売買や相続等により森林

の土地（＊１）を新たに取得した方は、面積の大

小に関わらず届出をしなければなりません。

ただし、国土利用計画法に基づく土地売買契

約の届出を提出している方は対象外です。

（＊１）鳥取県が作成する地域森林計画の対象となってい
る森林です。登記上の地目によらず、取得した土
地が森林の状態となっている場合には、届出の対
象となる可能性が高いのでご注意ください。

【Ｑ２ どのように届出を行うのですか？】
土地の所有者となった日から90日以内に、取

得した土地のある市町村長に届出をしてくださ

い。

【Ｑ３ どのような書類を提出するのですか？】
届出書には、届出者と前所有者の住所、氏名、

所有者となった年月日、所有権移転の原因、土

地の所在場所・面積とともに土地の用途等を記

載します。
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(＋6)世帯5,939世帯数八頭町の
世帯数と人口

１月１日現在
（ ）内は前月比

(－36)人18,909総人口
(－ 9)人9,145男
(－27)人9,764女

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

74歳(カーサこおげ)野口 岑生12月14日

59歳(橋 本)大谷 吉広15日

77歳(久能寺)山本 静子17日

80歳(さくら台)大久佐瑞枝17日

83歳(才 代)川西なみ子17日

74歳(北 山)中尾 争男17日

56歳( 南 )八田 教康19日

71歳(隼 福)上田 正一20日

77歳(東市場)山本 肇25日

59歳(安井宿)遠藤 信之26日

90歳(船岡殿)谷口ヒデ子27日

93歳(門 尾)村上登志子28日

62歳(土師百井２)森木 信一29日

64歳(皆 原)上田 順子30日

57歳(堀 越)福田 利子1月02日

94歳(奥 谷)土居 冨子5日

99歳(下 野)浦林 由惠5日

85歳(市 谷)岡本 善次6日

80歳(小別府)田中 敦人7日

96歳(門 尾)中山喜代子7日

87歳(才 代)保木本春男11日

81歳(山 田)奥田登美子14日

ひとのうごき 平成24年１月15日届出現在（敬称略）

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

秀 司・香 理(賀茂町)竹下慎之助
しん の すけ

12月06日

勉 ・愛 子(福 地)宮﨑 優奈
ゆ な

08日

俊 介・美 央（フローラル）横山 瑞佳
みず か

11日

朋 彦・陽 子(稲 荷)藤田 颯斗
はや と

11日

昌 弘・ 舞（フローラル）中尾 優斗
ゆう と

12日

智 一・久 美(市 場)野﨑 咲良
さく ら

14日

怜 ・ルミ子(池 田)髙濱 一希
かず き

18日

忠 彦・ 葵(用 呂)山根 愛花
あい か

24日

浩 吉・ゆきみ(下峰寺)中土居こゆき1月03日

詠 司・美沙子（郡家東区）衣笠 晃司
こう じ

7日

喬 則・幸 子(郡家東区)谷口 舞泉
ま い

7日

錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆
錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆錆

２月の休場日は17日（金）です。
詳しくは、因幡霊場（緯0857－51－8320）へ

因幡霊場の休場日

総合相談（人権・行政・心配事）

人権擁護委員、行政相談委員などが無料で

相談をお受けします。秘密は固く守られま

す。お気軽にご相談ください。

日 時 ２月13日（月）13：30～16：00

会 場 郡家･船岡･丹比地区公民館の3カ所

問い合わせ先 人権推進課 緯72－3976
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行政書士会無料相談
相続・遺言、成年後見、交通事故後遺障害

等級認定等の手続きなど（行政書士対応）

日 時 ２月18日（土）10：30～15：00

※当日受付、先着順

会 場 県立図書館２階 小研修室

問い合わせ先 鳥取県行政書士会事務局

緯0857－24－2744

多重債務・ヤミ金融等相談会
弁護士や司法書士等の法律専門家による、

無料の面接相談。事前に予約が必要です。

日 時 ２月21日（火）13：30～16：00

会 場 鳥取県庁

申し込み 鳥取県消費生活センター

問い合わせ先 緯0857－26－7605

弁護士による「消費生活無料相談」
いなば総合法律事務所 上田雅稔弁護士に

よる消費生活相談が開催されます。相談は無

料で、予約が必要です。

日 時 ３月５日（月）13：30～16：00

会 場 八頭町男女共同参画センター

対 象 町民一般

予約・問い合わせ先 企画課 緯72－0203

毎月８・18・28日は「やずっこの日」
大人も子どもも声を掛けあい、元気のいい
あいさつをしましょう。
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男女共同参画啓発シリーズ�

夫婦茶碗と男女共同参画
　新年を迎え、茶碗・湯呑・箸など食事道具を
新調された家庭も多いことと思います。これら
の食事道具は、男性用は大きく重厚な色合い
で、女性用は小ぶりでピンク系の淡い色合いと
いうのが定番となっているようです。
　ある家庭で小学生の子どもに「なぜ、女の
方が茶碗が小さいの?」と尋ねられたお母さん
が、「男の人の方がよく食べるし、よく飲むか
ら」と答えました。すると子どもは「女の人で
もよく食べる人も、よく飲む人もいるのになぁ
…」と不思議そうにしていたそうです。
　「男性用の方が大きく立派なのが当たり前」
という意識が、日常で何気なく使っている道具
の中にも感じ取ることができます。
　「たかが夫婦茶碗。されど夫婦茶碗」良く食
べる方が大きい物を使えばいいですよね。

　

再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています

2012.2.1
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儀式の供え物

（年末年始よく過ごされましたか？）
　先月号にも書きましたが、韓国ではお正月を旧暦
で行うため、今年は1月23日が正月（ソルラル）でし
た。韓国では、一年のはじまりを祝うお正月は、秋夕
（チュソク；日本で言うお盆）とともに２大名節にあ
げられ、西暦の１月１日よりも大きな行事として祝い
ます。
　ソルラルの時は、親戚一同が集まり、歳拝（セベ）
と呼ばれるあいさつをします。これは、年配の人や目
上の人の順に徳談（トッタン；祈りやお祝いの言葉）
を交わしながらおじぎをしていくというものです。子
ども達がこのセベをした後は、セベットンといわれる
お年玉をもらえるのだそうです。また、ヨンナルリギ
（凧揚げ）やベンイチギ（コマ回し）などのお正月遊
びを楽しんだり、過ごし方は日本と似ています。
　それでは、新正月である１月１日は何をするかとい
うと、韓国の人達は山登りが好きなので、初日の出を

見に山登りをする人が多いよ
うです。横

フェンソン

城郡でも1月1日
に　　　　 という、初日の
出を見て横城郡民の幸福や健
康祈願と繁栄を願う行事が行
われました。
　この行事は各地域で開催さ
れ、近くにある山に登り、山
の頂上で　　という儀式を行
います。これは、災厄を除き
幸運をもたらすよう願うため

に行うもので、祭壇を設け、供え物をしてお祈りをし
ます。この供え物の中に豚の頭があることが一番印象
的だったのですが、韓国では、豚は縁起がいいものと
されており、豚の初夢を見ると宝くじを買いに行けと
言われるくらい金運をもたらすものと信じられていま
す。ですから、祭壇の前で礼拝をした後に、多産性で
ある豚が子どもをたくさん生むように多くのお金を儲
けて富を得てほしいという意味を込めて豚の口にお金
を差すのです。そして、一連の儀式が終わると供え物
のお餅をみんなで食べます。
　私にとって、今年は山登りで始まるという健康的な
幕開けとなりました。また、新正月と旧正月の２度も
お正月を楽しむことができました。
　さて、時が過ぎるのは本当にあっという間で、10
カ月の研修も残り１カ月を切りました。韓国文化をこ
の広報やずで紹介するのは今月で最後となりますが、
機会があればまたみなさんに韓国や横城郡のことにつ
いてご紹介したいと思っています。それでは、みなさ
ん、また八頭町でお会いしましょう！！！

　　　　　　　　韓国横城郡庁派遣職員　中村　孝子


